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序

青森市では、平成22年 12月 の東北新幹線新青森駅開業を直前に控え、周

辺域での道路建設や土地区画整理事業、住宅建設・下水道工事等が増加し

ております。

当委員会では、これら各種開発事業≧の円滑な調整を図りながら埋蔵文

化財保護を推進するために、平成 4年度から市内遺跡発掘調査事業を継続

しております。

本書は、平成21年度に実施した各遺跡の分布調査、試掘・確認調査の成

果等をまとめたものであります。

本書を刊行するにあたり、文化庁文化財部記念物課、青森県教育庁文化

財保護課をはじめ、関係機関ならびに関係各位のご指導とご協力に深く感

謝いたします。

平成22年 3月

青森市教育委員会

教育長 月永 良彦



例   言

1.本書は、国と県の補助金交付を受けて平成21年度に実施した青森市内遺跡発掘調査事業の調査報告書で

あり、分布調査および試掘 。確認調査の成果等を収録したものである。

2.本文および表中の「青森地区」、「浪岡地区」の記述については、それぞれ旧青森市、旧浪岡町を示す (平

成17年 4月 合併)。

3.調査を実施した遺跡および遺跡隣接地等は下記のとおりである。

①分布調査 :浪岡地区

②試掘 。確認調査 :玉水 (3)遺跡、佃遺跡隣接地、三内丸山 (5)遺跡、三内沢部 (3)遺跡、野尻

館遺跡、夏井田 (5)遺跡、ヨB黒平 (3)遺跡、桜峯 (1)遺跡、細越館遺跡

③平成19年度試掘調査 (出土遺物)資料整理 :山城溜池遺跡

4.本書で使用した「試掘調査」とは、埋蔵文化財の有無を確認するための調査 (未登録地の調査 )、 「確認

調査」とは、周知の埋蔵文化財包蔵地の内容を把握するための部分的な調査を示す。

5,本書の編集は青森市教育委員会が行い、執筆者名は文末に記した。

6.挿図の縮尺は各図に示した。なお、写真図版の縮尺は統一を図つていない。

7.遺物写真図版の縮尺は 1/3お よび 1/6で ある。なお、遺物写真図版には個々に遺物実測図の図版番号

を付してある (例 :10-1=第 10図 1)。

8.挿図番号および表番号・写真番号は、「第○図」、「第○表」、「写真O」 とし、順番に通し番号を付した。

9.遺構の略称はSI=竪 穴遺構、SK=土 坑、SN=焼 土遺構・炉状遺構、SP=小 ピット、SD=溝 状

遺構、SX=不 明遺構とした。

10.方位については地図類が真北を示し、ほかは磁北を示している。

11.出土遺物および記録図面 。写真関係資料は、青森市教育委員会が保管している。

12.第Ⅵ章の鉄関連遺物の分類 。代表遺物・構成図等については製鉄遺跡研究会会長穴澤義功氏の教示をも

とに作成した。また、同章第 5節の鉄関連遺物の分析は (株)九州テクノリサーチTACセ ンター、同

章第 6節の年代測定分析等はパリノサーヴェイ株式会社に委託した。

13.調査にあたつては、地権者の方々をはじめ、次の各機関 。諸氏にご指導 。ご協力を賜つた。深く感謝の

意を表する次第である。 (敬称略・順不同)

文化庁文化財部記念物課、青森県教育庁文化財保護課、青森県河川砂防課、青森県埋蔵文化財調査セン

ター、青森市企業局上水道整備課、青森市史編さん室、秋田県埋蔵文化財センター男鹿整理収蔵室、

宮叛県利府町教育委員会、後方羊蹄郷土史研究会、穴澤 義功、葛西 励、北林人洲晴、大澤 正巳、

鈴木 瑞穂、磯村 亨、高橋 義行、工藤 清泰、小田川哲彦、神 昌樹、斉藤 正、坂本 建、

武藤 祐浩、中島 友文、能登谷宣康、浅田 智晴
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第 I章 事業実施の概要

第 I章 事業実施の概要

1.調査目的

市内各所において道路工事などの大規模開発や、携帯電話鉄塔建設や住宅建設などの小規模開発に伴い、

破壊消滅の危機に瀕している遺跡が増加している。貴重な埋蔵文化財を保護し、各種開発行為との円滑な調

整を図るためには、周知の埋蔵文化財包蔵地の現状把握や、今後開発が予想される地域における未発見の遺

跡の新規登録など詳細な基礎資料を整備する必要がある。

したがつて、本事業では周知の埋蔵文化財包蔵地およびその隣接地の分布調査や試掘・確認調査を実施す

るものである。

2 対象地域

①分布調査

浪岡地区

②試掘・確認調査

玉水 (3)遺跡、佃遺跡隣接地、三内丸山 (5)遺跡、三内沢部 (3)遺跡、野尻館遺跡、夏井田 (5)

遺跡、羽黒平 (3)遺跡、桜峯 (1)遺跡、細越館遺跡

③平成19年度試掘調査 (出土遺物)資料整理

山城溜池遺跡

3 事業実施期間 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 31日

4 調査指導機関 文化庁文化財部記念物課、青森県教育庁文化財保護課

5.調査体制

調査事務局 青森市教育委員会事務局

教 育 長 月永 良彦       文化財主査 児玉 大成 (調査担当)

教 育 部 長 小林 順一      文化財主事 設楽 政健 ( 〃 )

教 育 次 長 今村 貴宏      主   事 高石 知世 (庶務担当)

対団専門齢対と鵬  遠藤 正夫         〃   吹田 夕貴 ( 〃 )

主   幹 上野富士子         〃   封馬 広将 (調整担当)

文化財主査 木村 淳一       埋蔵文イ制調査員 野坂 知広 (調査担当)
〃   小野 貴之 (調査担当) 調査補助員 葛西かおり・溝江由里子 。安田 武実

-1-
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9 1 ? 9 4 1 0 7 , 9 1蜘

①玉水 (3)遺跡 (茫認調査)
②佃遺跡隣接地 (試掘調査)
③三肉丸山 (5)遺跡 (確認調査)
④三内沢部 (3)遺跡 (確認調査)
⑤野尻館遺跡 (確認調査)

⑥夏井田 (5)遺跡 (確認調査)
⑦桜峯 (1)遺跡 (茫認調査)
③細越館遺跡 (確認調査)
③山城溜池遺跡 (試掘調査)

第 1図 平成脚年度調査対象遺跡① (青森地区)

-2-
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第Ⅱ章 事業照会の概要

青森市内で登録されている周知の埋蔵文化財包蔵地 (以下、遺跡とする)は、平成22年 2月 28日 現在で

408ヶ所 (青森地区315ヶ所、浪岡地区93ヶ 所)である (第Ⅲ章参照)。 文化財行政の基となる文化財保護法

および関連法令には、遺跡や指定文化財 (天然記念物等)内での開発事業に係る規制があり、当委員会では、

広く市民に周知し、円滑な連絡調整をはかることを目的として、本市の広報紙やホームページ等に概要を掲

載し、事業計画の初期段階で計画地が該当していないか照会するようすすめている。

事業照会は、常時、当委員会文化財課で受け付け、最新の遺跡登録台帳や遺跡地図を基に、照会者 (市関

係課を含む)の希望に応じて、書面または口頭により回答している (第 1～ 4表 )。 照会にあたつては、所

定の書面により、照会者が担当課を訪れ直接照会するだけでなく、郵送・FAX o eメ ールなどによる照会に

も対応している。

また、照会後、必要に応じて、開発協議ならびに事前調査を行 うなど、文化財行政上、必要な調整を行っ

てきている (第 V章参照)。 以下に、今年度の事業照会の概要をまとめる。

昨年度 (平成21年 1月 ～ 3月 )の照会概要を第 1。 3表、今年度 (平成21年 4月 1日 ～12月 31日 )の概要

を第 2・ 4表に記載した。今年度は、 4月 1日 から12月 31日 までに計415件 (民間303件、市関係課112件 )

の照会があり、件数は前年度の同じ時期まで (計 585件、うち民間427件・市関係課158件)と 比較すると、

全体として 3割弱減少している。

照会件数の 7割以上を占める民間からの事業照会を地域ごとに見ると、青森地区289件、浪岡地区15件 と

なる。青森地区では、一昨年まで増加傾向にあつた石江 。新田地区で減少傾向にあり、東北新幹線新青森駅

開業を直前に控え、開発事業に一定の落ち着きがみられるようになつた結果と思われる。浪岡地区でも、照

会件数は減少しているが、国道 。県道などの主要地方道沿線に集中する傾向がみられる。照会の目的は、民

間については、資産価値の判定や売買を目的とした照会 (物件調査・不動産鑑定等)が大半を占める。また、

工事関連では、個人住宅や携帯電話塔 (無線基地局)な ど中小規模の建設工事や宅地造成など土木工事に係

るものが多い。

文化財課からの回答は、「遺跡に該当している」 (表中回答Aと 表記 )、 「遺跡に隣接している」 (表中回答

Bと表記)、 「遺跡に該当していない」 (表中回答 Cと表記)の三種があるが、Aも しくはBと 回答した事例が、

民間では86件 (28%)、 市関係課では26件 (23%)と なった。これらのうち、土木工事や建設計画に係る事

例については、個別に開発協議を行った。

さらに、文化財保護法第93条および第94条 (土木工事等のための発掘に関する届出および指示)に よる届

出および通知は、今年度 4月 1日 から12月 31日 までに26件 23遺跡 (青森地区25件 22遺跡、浪岡地区 1件 1遺

跡)について行われた (第 5表 )。 第98条に係る届出 (民間による事業)は 11件あり、第94条に係る通知 (公

共事業)15件のうち、国・県からの提出が 6件、市からの提出が 9件あった。

届出および通知の件数は、昨年度の同じ時期 (42件)≧比べて減少しているが、民間の開発事業や道路改

良事業に伴 う届出や通知が将来、増加する可能性は十分にある。今後とも文化財保護法ならびに遺跡の周知

徹底をはかるとともに、適切な開発協議・調整につとめていく必要がある。

-4-

(設楽 政健 )



第Ⅱ章 事業照会の概要

第 1表 平成20年度 (平成21年 1-3月 )民間からの事業照会一覧

lNle 年月 日
計画 (照会 )他

照 会 内 容 照 会  目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )
地 区 町・丁名

1 2115 青森 入内字駒田 遺跡・文化財の有無 建設計画 B 入内遺跡

2 2116 青森 中央3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

3 2117 青森 久須志1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

4 2117 青森 野内字浦島 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

5 21 1 8 青森 安方2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

6 21 18 青森 久須志 1丁 目 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C

7 21113 青森 東大野2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

8 21 1 14 青森 東大野 3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

9 21114 青森 三内宇丸山 遺跡の有無 物件調査 A 三内丸山 (5)遺跡

10 21 1 14 青森 石江字岡都 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 岡部遺跡

11 21114 青森 羽白字沢日 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

12 21 1 16 青森 戸門字山部 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 戸門館遺跡

13 21119 青森 岡造道 3丁 目 遺跡の有無 物件調査 B 小柳潰跡

14 21 1 22 青 森 木町5丁 目 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C

15 21122 青森 古)2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 22 青森 本町5丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

17 21 1 22 青森 佃2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 22 青森 花園2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 22 青森 勝田2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 22 青森 石江字平山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 21 1 22 青森 虹ヶ丘 1丁 目 着跡の有無 物作調査 C

21122 青 森 浜田字玉 )| 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

23 21 1 22 青森 三内字沢部 遺跡・文化財の有無 建設計画 A 三内沢部 (3)遺跡

24 21 1 22 青 森 小畑沢字小杉 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 山口遺跡

21 1 22 青森 三内宇丸山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 三内丸山 (9)遺跡

21 1 22 青森 三内字丸山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 三内遺跡

27 1 青森 堤町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 23 青森 三内字玉作 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 26 浪岡 工本松字岡本 遺跡 の有無 不動産鑑定評価 岡本漬跡

1 27 青 森 木町 1丁 目 遺跡・文化財の有無 物件調査 C

31 21 1 27 青 森 雲谷字山吹 遺跡の有無 建設計画 A 桜峯 (1)遺跡

21127 青森 岡造這 1丁 目 遺跡の有無 土木工事計画 C

1 27 青森 浜田字玉川 遺跡の有無 土木工事計画 C

21 1 27 青森 三内宇丸山 蔵跡の有無 物件調査 浪館 (1)遺 跡

21 1 29 青森 四戸橋字磯部 遺跡の有無 不動産鑑定評価 四戸橋 (3)遺 跡、後潟 (1)遺跡

21 1 29 青森 後潟字平野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 四戸橋 (1)漬 pF

37 21 1 29 青森 左堰字大科 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 29 青 森 左堰字大碧 漬跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 29 青森 四戸橋字磯部 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 後潟 (1)遺跡

21 1 29 青森 諏訪沢字岩日 遺所の有無 不動産鑑定評価 C

41 21 1 29 青森 奥野3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 29 青森 原別 8丁 目 遮跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 1 30 青森 桂木2丁 目 遺跡。文化財の有無 不動産鑑定評価 C

2123 青森 野尻字今日 遺跡の有無 建設計画 野尻館漬 Dl

2123 浪岡 大釈迦字沢田 置跡の有無 建設計画 C

2129 青森 イ田2丁 目 置跡の有無 不動産鑑定評価 C

2129 青森 大野字前田 産跡の有無 不動産鑑定評価 C

2 29 青森 新町1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

青森 奥野1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

青森 新田宇忍 遺跡の有無 不動産鑑定評価 新日(1)遺跡

51 青森 富日2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

青森 岡造道3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価

青森 本町5丁 目 漬跡の有無 不動産鑑定評価

29 青森 篠 田2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

29 青森 沖館 5丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

29 青森 千刈 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価

29 青森 本泉1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 露草遺跡

29 青森 本町2丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

29 青森 新城字山田 遺跡の有無 物作調査

2 10 青森 造道 3丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

21 2 10 青森 駒込字深沢 潰跡・文化財の有無 不動産鑑定評価 8 田代平湿原植物群落

21 2 10 青森 浅虫字山下 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 多宇末井館遺跡

21 2 10 青森 中イ日3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 佃遺跡

21 2 10 青森 長島4丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 10 青森 安方2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 10 青森 新町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 10 青森 古)11丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 12 青 森 新城字山田 潰跡の有無 不動産鑑定評イ面 A 新城山田 (4)・ (5)・ (8)遺跡

2 17 青森 小柳 1丁 目 遺跡の石無 建設計画 C

2 2 17 青森 油川字浪返 遺跡・文化財の有無 建設計画 C

2 2 18 青森 新町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 18 青森 油川字浪返 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 23 青森 十日1¬「 目 遺跡の有無 物件調査 C

21 2 23 青森 四戸橋字磯部 遺跡の有無 不動産鑑定評価 後潟 (1)遺 跡、後潟 (7)遺跡

21 2 24 青 森 安田字絡森 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21224 浪 岡 浪岡字糸日田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 24 青森 後潟字平野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
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No 年月 日
計画 (照会 )他

照 会 内 容 照 会  目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )
地 区 町・丁名

21224 青森 駒込字桐 ノ沢 置跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 2 24 青森 富日5丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 2 25 青森 小柳 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 小柳遺跡

81 21 2 25 青森 松原 3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 2 26 青森 滝沢字下川原 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 2 27 青森 栄町 1丁 目 遺跡の有無 建設計画 C

2132 青奈 野内字浦島 遺跡の有無 物件調査 C

2133 青森 南佃2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 3 3 青森 浜田字玉川 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2133 青森 堤町 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2133 青森 荒川字藤戸 遺跡の有無 物件調査 C

21 3 4 青森 四ツ石字里見 遺跡の有無 物件調査 8 四ツ石 (3)遺跡

21 34 青森 沖館4丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

21 3 4 青森 雲谷字山吹 遺跡の有無 建築計画 B 雲谷山吹 (8)遺跡

2135 青森 新城字平岡 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

85 青森 第二問屋町3丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

2135 青森 青柳 1丁 目 遺跡の有無 物件調査

2135 青森 花園1丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

2135 青森 東造遭 1丁 目 遺跡の有無 物作調査 C

2135 青森 安 田字近野 潰跡の有無 物件調査 B 安日近野 (1)遺跡

2136 青余 安日字近野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 安日近野 (1)遺跡

21 3 10 青森 千富2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 10 青森 野尻字今田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 10 浪岡 北中野字上沢田 遺跡の有無 砂利採取 C

21 8 10 青森 Pk館前田1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 10 青森 三内字丸山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 浪館 (1)遺跡

21 3 10 青森 高田宇)瀬 遺跡の有無 物件調査 B 高日城跡

21 3 10 青 森 浅虫字曽容 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 10 青森 浅虫字蛍谷 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 10 青森 浅虫字山下 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 3 10 青森 浅虫字蛍容 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 3 10 青森 浅虫字蛍谷 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21311 青森 三内字沢部 遺跡の有無 建設計画 A 三内沢部 (1)遺跡

21 3 12 青森 横内字亀井 遺跡の有無 建設計画

2 21 3 12 青 森 な原3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

3 21 3 12 青 森 久須志4丁 目 漬跡の有無 不動産鑑定評価 C

4 21 3 13 青森 高劇字朝 日山 遺跡の有無 不動産鑑定評価

5 21 3 13 青森 西日沢字山辺 遺跡の有無 不 all産鑑定評価 C

6 21 3 13 青森 人ツ役字矢作 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

7 21 3 16 青森 人重 田2丁 目 遣跡の有無 不動産鑑定評価 C

8 21 3 18 青森 桂木3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

9 21 3 18 青森 港町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 18 青 森 駒込字曽沢 遺跡の有無 建設計画 B 蛍沢遺跡・月見野 (5)遺跡

1 21 3 18 青森 第二問屋町2丁 目 漬跡の有無 建設計画 C

21 3 23 浪 岡 五本松字羽黒平 遺跡の有無 建設計画 羽黒平 (3)潰 跡

21 3 23 青森 浪館字前田 遺跡の有無 C

21 3 23 青森 油川字柳川 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 26 青森 浅虫字内野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 3 27 青森 上野字山辺 遺跡の有無 建設計画 C

27 21 3 27 青 森 新田字忍 遺跡の有無 建設計画 A 新田(1)遺跡

21 3 31 青森 合子沢字山崎 潰跡の有無 不動産鑑定評価 B 横内 (1)遺跡

21 3 81 青森 戸門字土峯山 遺跡の有無 不動産鑑 定評価 B 戸門館遺跡

第 2表 平成21年度 (4-12月 )民間からの事業照会一覧
NO 年月 日

計画 (照会)他
照 会 内 容 照 会  目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )

地 区 町・丁名

青森 港町2丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

2 41 青森 横内字鏡 山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 桜峯 (1)遺跡

3 4 1 青森 古り11丁 目 遺跡の有無 物作調査 C

4 2 青森 人ツ役字上林 遺跡の有無 建設計画 C

5 2 43 青森 野木字野尻 遺跡の有無 物件調査 C

6 2 青森 雲谷字山吹 遺跡の有無 建設計画 B 雲谷山吹 (2)遺跡

7 47 青森 堤町一丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

8 青森 油り1字千刈 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

9 47 青森 西滝 3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

青 森 幸畑字松元 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C

47 青薮 新田2丁 目 遺跡の有無 物作調査 C

2 浪 岡 浪岡宇淋城 遺跡の有無 物作調査 C

13 2 青森 細越字栄山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 栄山 (2)遺 跡

浪岡 浪岡字淋城 遺跡の有無 物件調査 C

青森 千富町1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 10 浪岡 浪岡字平弱 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

17 21 4 13 青 森 虹 ヶ丘 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 13 青森 雲谷字山吹 その他(競売調杏) C

21 4 13 青森 三内字丸山 遺跡の有無 建設計画 三内丸山 (5渡跡

21 4 15 青森 旭町 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 21 4 16 青森 新町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 17 青森 馬屋尻字小全沢 遺跡の有無 建設計画 B 玉水 (4)遺跡
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No 年月 日
計画 (照会)他

照 会 内 容 照 会  目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )
地区 町・丁名

4 17 青森 新町2丁 目 置跡の石無 不動産鑑定評価 C

21 4 21 青森 羽 白字沢 田 遺跡の有無 物件調査 C

21 4 23 青森 駒込字月見野 遺跡の有無 物件調査 B 月見野 (5)遺 跡

21 4 23 青森 西田沢字浜田 遺跡の有無 建設計画 C

21 4 23 青森 久栗坂宇山辺 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 23 青森 久栗坂字浜田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 23 青森 久栗坂字浜田 置跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 23 青森 諏訪沢字松代 音跡の有無 不動産鑑定評価 C

31 21 4 23 青森 久栗坂字山込 置跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 24 青森 戸山字荒井 遺跡の有無 その他 C

21 4 24 青縁 羽白字沢日 遺跡の有無 物件調査 C

21 4 28 青森 新町1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 28 青森 三内字丸山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 浪館 (1)遺 跡

21 4 28 青森 岡造道3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 小柳遺跡

21 4 28 青森 西滝 1丁 目 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 28 青森 富田2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 28 青森 奥野 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 4 28 青森 幸畑字松元、野尻宇今日 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 4 30 青森 戸山字赤坂 遺跡の有無 その他 (調査 ) B 戸山遺跡

21 4 30 青森 石江字江渡 遺跡の有無 建設計画 C

21 4 30 青森 本町3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2157 青森 横内字猿沢 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 桜峯 (2)遺跡、横内猿沢遺跡

2157 青 森 合子沢字山崎 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B
雲谷山吹 (4)。 (5)。 (6)。 (7)遺跡、雲谷山崎遺

跡、合子沢松森 (3)遺跡

2157 青森 横内字猿沢 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 横内猿沢遺跡

21 5 7 青森 横 内字人重菊 遺跡の有無 不動産鑑定評価 横内猿沢遺跡

21 5 7 青嫁 横内字鏡山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 鏡 山遺跡

2157 青森 四ッ石字里見 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 四ッ石 (3)遺跡、四ッ石 (1)遺 跡

21 5 7 青森 模内字鏡山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 桜峯 (1)遺跡、鏡山遺跡

2157 青森 宮田宇玉水 遺跡の有無 建設計画 C

2158 青森 浅虫字蛍容 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 浅虫字山下 直跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 8 青森 浅虫字山下 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 浅虫字蛍谷 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 浅虫字営谷 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 浅虫宇蛍谷 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 8 青森 浅虫字蛍谷 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 新城字山田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 新城字平岡 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 三内字稲瓦 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 8 青森 奥野3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2158 青森 華畑字松元 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 11 青森 田茂木野字阿部野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 11 青森 荒川宇筒井 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 12 青森 幸畑2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 阿部野 (1)遺 跡

21 5 13 青森 三内宇沢都 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 三内沢部 (1)遺跡

21 5 13 青森 石江字江渡 潰跡の有無 建設計画 B 石江遺跡、江渡遺跡

21 5 14 青森 浜 日宇玉り| 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 14 青 森 古サ11丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

71 21 5 18 青 森 油川字大浜 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 5 18 青 森 金沢三丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

73 21 5 20 青森 沢山字平野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 沢 山 (2)遺 跡

74 21 5 20 青森 大野字若宮 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

75 21 5 20 青森 荒川字柴日 遺跡 の有無 建設計画 C

21 5 20 青森 岡造道二丁 目 潰跡の有無 不動産鑑定評価 A 小柳遺跡

21 5 21 青森 新町2丁 目 遺跡の石無 不動産鑑定評価 C

21 5 22 青 森 イ日3丁 目 遺跡の有無 建設計画 佃遺跡

21 5 26 青森 三内宇玉作 遺跡の有無 物件調査 C

21 5 28 青森 浪館字前日 遺跡の有無 物作調査 C

81 21 5 28 青森 里見二丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

2161 青森 新城字山田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 6 3 青森 野内字浦島 漬跡の有無 岩石採取 大浦遺跡

21 6 3 青森 幸畑字唐崎 漬跡の有無 不動産鑑定評価 C

2165 青森 三内字丸山 遺跡・文化財の有無 物件調査 三内丸山(9)遺 跡

2168 青森 中央 3丁 目 遺跡・文化財の有無 建設計画 C

2168 青森 富日3丁 目 遺跡。文化財の有無 不動産鑑定評価 C

2168 青森 小柳 1丁 目 遺跡・文化財の有無 不動産鑑定評価 B 小柳遺跡

2169 青森 安田字近野 遺跡の有無 建設計画 8 安田(1)遺跡、安田近野 (2)遺 跡

21 6 10 青森 三内字沢部 遺跡の有無 建設計画 A 三内沢部 (3)遺 跡

21 6 11 青森 新城字平岡 潰跡の有無 その他 B 新城平岡 (3)遺 跡

21 6 11 青森 大野字前 日 遺跡の有無 物件調査 C

21 6 15 青 森 三内字沢部 遺跡・文化財の有無 建設計画 A 三内沢部 (3)置 跡

21 6 15 青森 新城字平岡 遺跡。文化財の有無 建設計画 C

21 6 15 青森 大容字山ノ内 遺跡・文化財の有無 建設計画 C

21 6 16 青森 合清1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

97 21 6 16 青森 浪館前日3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 6 16 青森 イ日3T目 追跡の有無 不動産鑑定評価 B 佃遺跡

21 6 17 青森 篠田3丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

21 6 17 青 森 鶴ヶ坂字山本 遺跡の有無 建設計画 C
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No 年月 日
計画 (照会 )他

照 会 内 容 照 会  目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )
地 区 町・丁堪

6 18 青森 筒井2丁 目 遺跡の有無 物件調査 C
6 18 青森 三好 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

6 22 青森 旭町 1丁 目 遺跡・文化財の有無 不動産鑑定評価 C

6 22 青森 浜田宇玉川 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
6 22 青森 幸畑 4丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 阿部野 (1)潰 跡

21 6 22 青森 雲谷字山吹 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 雲谷 山吹 (2)遺 跡

21 6 22 青森 幸畑字松元 遺跡・文化財の有無 物件調査 C
21 6 24 青森 南佃2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 6 24 青森 大谷字山ノ内 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

0 21 6 24 青森 横内字亀井 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

〕 21 6 24 青森 西日沢字沖津 遺跡の有無 建設計画 夏井田(5)遺跡

2 21 6 24 青森 西田沢字沖津 遺跡の有無 建設計画 夏井田 (6瀬跡
3 青 森 大矢沢字里 見 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 大矢沢里見遺跡

4 21 6 24 青森 後疱字久堅 遺跡の有無 建設計画 B 後屯遺跡
5 21 6 25 青森 木町 2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
6 21 6 25 青森 古)1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

7 21 6 29 青森 浅虫宇蛍谷 遺跡の有無 物件調査 C

8 72 青森 大矢沢字里見 遺跡の有無 その他(不動産売買) B 大矢沢野田遺跡

9 72 青森 幸畑3丁 目 遺跡の有無 その他(不動産売買) C

72 青 荼 けやき1丁 目 遺跡の有無 その他 (不動産売買 ) C
72 青 森 妙 見2丁 目 遺跡の有無 その他 (不動産売買) C

青森 中央 1丁 目 跡の有無 不動産鑑定評価 C

青森 四戸橋字磯部 跡の有無 建設計画 A 後潟 (1)遺跡、四戸橋 (1)遺跡
21713 青森 傘松峠付近 文化財の有無 生物相調査 C
21715 青森 石江字三好 遺跡・文化財の有無 不動産鑑定評価 C
21 7 15 青森 岡造道 3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 小柳遺跡

21 7 15 青荼 大矢沢字里見 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 大矢沢野田浅跡

7 15 青森 羽自字沢 田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 7 15 青森 岡造道 1丁 目 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C
2 7 17 青森 奥内字宮田 遺跡の有無 物件調査 C

7 17 青森 岡造道 1丁 目 遺跡の有無 物件調査 C
21 7 17 青森 安田字近野 遺跡の有無 物作調査 B 安田近野 (1)遺跡

21721 青森 人重 日3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21721 青森 安方2丁 目 文化財の有無 不動産鑑定評価 C

21721 青森 緑 2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
721 青森 三内字稲元 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

721 青森 花園2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
721 青森 岩渡字熊沢 遺跡の有無 土木工事計画 (砂利採取) C

7 22 青森 桜川 6丁 目 遺跡の有無 物件調査 C
7 22 青森 横内字桜峰 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 横内 (3)遺跡

7 23 青森 石江宇江渡 遺跡の有無 不動産鑑定評価 浪館 (1)遺 跡

2 青 森 三内字丸山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 江湾浅跡

3 7 24 青森 三好 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
7 24 青森 間屋町 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2 7 24 青森 荒川字藤戸 漬跡の有無 物件調査 C
7 28 青森 三内字丸山 置跡の有無 物作調査 A 三内丸山(5)遺 跡

147 7 28 青森 西日沢字沖津 遺跡の有無 建設計画 夏井田(5)遺跡

21 7 30 青森 荒川宇柴日 遺跡の有無 建設計画 C

21 8 3 青森 港町 3丁 目 澄跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 8 3 青森 鶴 ヶ坂宇山本 遺跡の有無 土木工事計画 (土取 り) C

21 8 3 青森 安方2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 8 3 青森 新町 1丁 目 漬跡の有無 不動産鑑定評価 C

2184 青森 野内字鈴森 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 野内遺跡

2184 青森 油川字岡田 遺跡の有無 物件調査 C

2186 青森 幸畑3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 阿部野 (1)遺跡

2186 青森 千富町1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2186 青森 浜館 1丁 目 澄跡の有無 不動産鑑定評価 C
2186 青森 筒井 4丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2186 青荼 中央 2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
2187 青森 三内字沢部 遺跡の有無 物件調査 B 江渡遺跡、三内沢部 (2)遺跡
2187 青森 久栗坂字浜日 遺跡の有無 物件調査 C
2187 青森 滝沢字下河原 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
2187 青森 茶屋町 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

87 青森 千刈 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
87 青森 野沢字)十 1部 文化財の有無 建設計画 C

2 8 12 青 森 羽 自字沢田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2 8 19 青森 大野字金沢 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2 8 19 青森 平新 日字池上 遺跡の有無 建設計画 (工場 ) C
2 8 20 青森 大野字前田 遺跡の有無 物件調査 C

8 20 青森 イ日2司
~目

遺跡の有無 物作調査 C
2 8 21 青森 油川字千刈 遺跡の有無 その他(PHS基地局設備工事) C

21 8 25 青森 油川字岡田 文化財の有無 C
21 8 25 青森 中央 1丁 目 文化財の有無 不動産鑑定評価

74 21 8 27 青 薮 野木字山口 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 野木 (1)遺 跡

21 8 27 青森 港町2丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

21 8 27 青森 茶屋町 遺跡の有無 物件調査 C
77 21 8 27 青森 幸畑宇谷脇 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 阿都野 (2)遺 跡

21 8 28 青森 新城字平岡 遺跡・文化財の有無 不動産鑑定評価 B 新城平岡 (5)、 新田(2)遺跡
21 8 31 青森 古川2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価
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hlo 年月 日
計画 (照会 )他

照 会 内 容 照 会  目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )
地 区 町・丁妬

21 3 31 青森 栄町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

1 21 8 31 青森 平新田字池上 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 8 31 青森 人重 田2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 8 81 青森 高日1丁 目 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 9 3 青森 橋本 2丁 目 遺跡・文化財の有無 不動産鑑定評価 C

2193 青森 日屋敷字増 日 遺跡の有無 建設計画 C

21 9 3 青 森 三内字丸山 遺跡の有無 物件調査 浪館 (1)遺 跡

7 21 9 4 青 森 新城字山田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 新城 山田 (3)漬 跡

2194 青森 花園1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2197 青森 西日沢字浜田 遺跡・文化財の有無 建設計画 C

2197 青森 橋本 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

2198 青森 野内字大林 漬跡の有無 建設計画 B 玉水 (3)、 (4)遺 跡

9 青森 諏訪沢字桜川 遺跡の有無 建設計画 C

21 9 14 浪 岡 王余魚沢字片子都谷森 遺跡 の有無 建設計画 C

21 9 14 青 森 入内字―の沢 遺跡の有無 建設計画 C

21 9 1珀 青 森 野沢字)部 遺跡の有無 建設計画 C

2191珀 浪 岡 工本松宇羽黒平 遺跡の有無 建設計画 羽黒平 (3)遺 跡

21 9 16 青森 三内字玉作 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 9 16 青森 新城字平岡 遺跡の有無 不動産鑑定評価 西高校遺跡、新城平岡 (4)遺跡

21 9 16 青森 西滝 1丁 目 震跡の有無 建設計画 C

21 9 17 青森 油川字大浜 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 9 18 青森 遺跡・文化財の有無 不動産鑑定評価 三内丸山 (6)遺 跡

21 9 24 青森 新城字山田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 9 24 青森 幸畑 3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 9 24 青森 戸山宇赤坂 遺跡の有無 不動産鑑定評価 戸山遺跡

21 9 25 浪 岡 下十川字村元 遺跡の有無 その他 (競売調査 ) C

21 9 28 青森 瀬戸子字磯田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 9 29 青森 沖館3丁 目 潰跡の有無 物作調査 C

21 9 30 青森 青柳 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 9 30 青森 筒井字人 ッ橋 遺跡の有無 建設計画 C

21101 青森 油川字浪返 遺跡の有無 物件調査 C

1 青森 安田字近野 遺跡の有無 物件調査 B 安 日近野 (1)遺 跡

青森 イ日lT目 遺跡の有無 物件調査 C

21 105 青森 三内字沢部 遺跡の有無 建設計画 A 三内沢部 (3)遺跡

21 10 5 青森 大野字前日 遺跡の有無 土木工事計画 C

21 10 6 青森 新城字平岡 遺跡の有無 建設計画 8 新城平岡 (3)遺跡

21 10 6 青森 新田1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 106 青 森 浪館字平岡 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 浪館 (2)遺跡

21 10 7 浪 岡 高屋敷字野尻 遺跡の有無 建設計画 野尻 (3)潰 跡

21 10 7 青森 緑2丁 目 遺跡の有無 土木工事計画

21108 浪 岡 高屋敷字野尻 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 野尻 (4)遺 跡

21 10 13 青森 高田字朝 日山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 10 13 青森 浪打2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 10 13 青森 浜館4丁 目 漬跡の有無 不動産鑑定評価 C

14 浪岡 高屋数字社元、字村元 遺跡の有無 物件調査 C

21 10 15 青 森 荒川字柴 田 遺跡の有無 建設計画 C

21 10 16 青森 石江字高聞 遺跡の有無 建設計画 B 新 田 (1)、 高間 (1)遺 跡

21 10 16 青森 駒込字深沢 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 深沢 (1)遺 跡

21 10 20 浪 岡 高屋敷宇野尻 遺跡の有無 建設計画 A 野尻 (2)遺跡

229 21 10 20 青森 岡町字宮本 置跡の有無 不動産鑑定評価 B 野木和 (19)遺跡

21 10 20 青森 岡町字松本 潰跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 10 20 青森 岡町字舟岡 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 岡町(10)遺跡

21 10 20 青森 岡町字宮本 遺跡の有無 不動産鑑定評価 A 岡町 (9)、 岡町 (4)遺 跡

21 10 21 青森 油川字浪返 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 10 21 青森 富田1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 10 21 青森 長島4丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

211021 青森 平新田字森越、字玉清水 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 10 21 青森 小υ,5丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 10 22 青森 矢作3丁 目 潰跡の有無 物作調査 B 露草遺跡

21 10 26 青森 三内字沢部 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 三内沢都 (2)遺 跡

21 10 26 青森 西滝 1丁 目 遺跡の有無 建設計画 C

21 10 27 青 森 筒井字人 ッ橋 遺跡の有無 建設計画 C

21 10 27 青森 勝 日2丁 目 遺跡の有無 建設計画 C

21 10 27 青森 幸畑2丁 目 遺跡の有無 建設計画 B 阿部野 (1)遺跡

21 10 27 青森 新町1丁 目 遺跡の有無 建設計画 C

21 10 29 青森 浪打1丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

246 21 10 29 青森 野木字野尻 遺跡の有無 物件調査 C

21 10 29 青 森 大矢沢字里見 遺跡の有無 物件調査 B 大矢沢野 田遺跡

21 10 30 青森 本町2丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

21 10 30 青 森 本町1丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

250 21 10 30 青森 問屋町 1丁 目 遺跡の有無 建設計画 C

11 4 浪 岡 浪岡宇細日 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

252 21 9 青森 久須志 3丁 目 漬跡の有無 不動産鑑定評価 C

青森 旭町1丁 目 置跡の石無 不動産鑑定評価 C

9 青森 前 田字中野 遺跡の有無 物件調査 C

255 9 青 森 油川字浪返 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

256 21 11 10 青森 旭町1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

257 21 11 10 背森 幸畑字松元 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 11 青森 駒込字蛍沢 遺跡の有無 不動産鑑定評価 戸山遺跡
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NO 年月 日
計画 (照会)他

照 会 内 容 照 会 目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )地 区 町・丁名

1 11 10 浪 岡 杉沢字 山死 遺跡の有無 不動産鑑定評価 山元 (3)遺 跡
10 青森 野内字菊川 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 玉水 (4)遺跡

青森 西滝 2丁 目 遺跡の有無 物件調査 C

21 11 10 青森 野木字野尻 置跡の有無 物件調査 C
10 青森 駒込字桐ノ沢 遺跡の有無 物件調査 C

青森 筒井字人ッ橋 ・■
~跡
の有無 不動産鑑定評価 C

11 青 森 細越字栄山 遺跡の有無 建設計画 A 細越館遺跡
青森 三内字稲元 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 11 16 青森 中イ日2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 11 16 浪岡 五本松字岡本 遺跡の有無 物作調査 A 岡本造跡
17 青森 久須志 3丁 目 遺跡の有無 物件調査 C
17 青森 富 田1丁 目 遺跡の有無 F//J件調査 C
11 17 森 浪館前日3丁 目 遺跡の石無 物件調査 C
21 11 18 森 三内字丸山 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 三内丸山 (5)、 (9)遺 跡
21 11 19 青森 橋本 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 11 19 青森 本町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

275 21 11 24 青森 金沢4丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 11 24 青森 造道 3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 11 24 浪岡 大釈迦宇中田 遺跡の有無 建設計画 (鉄塔 ) C
21 11 24 青森 岡造道2丁 目 遺跡の石無 物件調査 A 小柳漬跡

279 21 11 26 青森 浪館字平岡 造跡の有無 不動産鑑定評価 B 浪館 (2)遺 跡
21 11 26 青森 新城字平岡 遺跡の有無 その他 C
21 11 27 青森 奥内字宮田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 11 27 青森 細越字栄 山 遺跡の有無 物件調査 A 朝 日山(2)遺 跡
21 11 30 青森 三内字丸山 漬跡の有無 建設計画 B 三内丸山(3)遺 跡
21122 浪岡 工本松字平野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 羽黒平 (3)遺跡
21 123 青森 奥内字宮田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 12 3 青森 新田3丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

21 12 3 青 森 飛鳥字岸 田 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 127 青森 沖館 5丁 目 遺跡の有無 建設計画 C

21 12 7 青森 桜)19丁 目 遺跡の有無 その他 C

21129 青森 幸畑字阿部野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 B 阿部野 (か 遺跡
21129 青森 自由ヶ丘1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 12 14 青森 駒込字桐ノ沢 遺跡の有無 物件調査 C
21 12 15 青森 三内字丸山 遺跡の有無 建設計画 A 三内丸山 (5)遺 跡

21 12 15 青森 安方 2丁 目 遺跡の有無 物件調査 C
21 12 15 青 森 新町 1丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価

21 12 16 青森 西活 3丁 目 遺跡の有無 物件調査 C
21 12 18 青森 荒,H字突 田 遺跡の右無 建設計画 C

21 12 18 青森 筒井4丁 目 遺跡の有無 物作調査 C
299 211221 青森 駒込字深沢 遺跡の有無 物件調査 C

21 12 22 青森 大野字前日 遺跡の有無 調 査 C
21 12 28 青森 港町2丁 目 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C
21 12 28 青森 浦町字奥野 遺跡の有無 不動産鑑定評価
21 12 28 青森 田茂木野字阿部野 遺跡の有無 不動産鑑定評価 C

第 3表 平成20年度 (平成21年 1-3月 )市関係課からの事業照会一覧
NO 年月 日 照会者

計画 (照会)他
事業内容・照会 (調査)目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )

地 区 町・丁名

2118 用地課 青 森 高田宇朝 日山 国土利用計画法に基づ く調査 B 朝日山 (5)遺跡
2 21 1 28 建築指導課 青森 雲谷字山吹 建築指導に係る物件調査 雲谷山吹 (3)遺跡
3

2129 用地課

浪 岡 長沼字南藤巻 国土利用計画法に基づく調査 C
4 青森 岩渡宇熊沢 国土利用計画法に基づく調査 C
5 青森 大野字笹崎 国土利用計画法に基づく調査 C
6

21 2 2瑠 用地課

青森 鶴ヶ坂宇川合 国土利 用計画法に基づ く調査 C

青森 鶴ヶ坂字早稲田 国土利用計画法に基づく調査
8 青森 鶴ヶ坂字 田川 国土利用計画法に基づ く調査 C
9
21 3 11 用地誤

青森 新城字平岡 国土利用計画法に基づ く調査 C

10 浪 岡 吉野田字荷骸沢 国土利用計画法に基づく調査 C
11 21 3 30 用地課 青森 浜館字科 土地売買に係 る調査 C

第4表 平成21年度 (4-12月 )市関係課からの事業照会一覧
No 年月 日 照会者

計画 (照会 )他
事業内容・照会 (調査 )目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )

地 区 町・丁名

! 2149 用地課 青森 浜田字玉川 国土利用計画法に基づ く調査 C
2

21 4 10 用地課

青森 駒込字深沢 国土利用計画法に基づく調査 深沢 (1)遺跡
3 青森 滝沢字住吉 国土利用計画法に基づ く調杏 宮田山下 (2)遺跡

青森 後屯字外山 国土利用計画法に基づ く調査 C

5 2151 用地課 青み 野木字野尻 国土利用計画法に基づく調査 C
6
2158 農業政策課

青森 新 日字忍 農業振興地域整備計画の変更に係る意見照会 新日 (1)遺 跡
7 浪岡 北中野宇五倫 農業振興地域整備計画の変更に係る意見照会 B 沖林、女庭沢潰跡
8

521 15 健康福祉課 (浪岡)

浪 岡 互本松字松本 (工本松児童館 ) 屋外遊具設置工事に係る調査 A 加茂神社遺跡
9 浪岡 浪岡字細日(浪岡中央児童館 ) 屋外遊具設置工事に係 る調査 C

10 浪岡
工余魚沢字北村元

(王余魚沢児童館 )
屋外遊具設置工事に係る調査 A 王余魚沢 (3)遺跡

浪 岡 吉野田字木戸日(吉野田児童館 ) 屋外遊具設置工事に係 る調査 C
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第Ⅱ章 事業照会の概要

No 年月 日 照会者
計画 (照会 )他

事業内容・照会 (調査)目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )
地 区 町・丁名

12

21 5 25 用地諜

浪 岡 大釈迦字中田 国土利用計画法に基づく調査 C

13 青森 鶴ヶ坂字早稲田 国土利用計画法に基づく調査 C

と4 青森 三内字丸山 国土利用計画法に基づ く調査 B 三内、三内丸山 (9)遺跡

15 青森 浅虫宇内野 国土利用計画法に基づ く調査 C

16
21 5 25 産業政策課

青森 鶴ヶ坂字田川 温泉法第3条第 1項に基づく意見照会 C

17 青森 安方 1丁 目 温泉法第3条第 1項に基づく意見照会 C

18 21527 産業政策課 青森 里 見2丁 目 温泉法第11条第 1項に基づく申請 C

21 5 29 産業政策課 青森 西滝 2丁 目 温泉法第11条第1項に基づく申請 C

21 6 26 農地林務課 青森 滝沢字住吉 林地開発許可申請に基づく調査 C

2172 学務課 青森 孫内字山科 旧孫内小学校校舎棟その他解体工事 孫内遺跡

2172 教育課

浪 岡 樽沢字村元
地域活性化・生活対策臨時交付金事業および

一般修繕
郷山前村元遺跡

浪岡 浪岡字稲盛 地域活性化・生活姑策臨時交付金事業 C

24 浪 岡 浪岡字岡田 地域活性化・生活対策臨時交付金事業 B 川原館、浪岡城遺跡

2178 用地課

青森 高田字朝 日山 国土利用計画法に基づく調査 朝 日山 (3)遺 跡

浪 岡 吉野田字荷越沢 国土利用計画法に基づく調査 C

浪 岡 王余魚沢字片子都谷森 国土利用計画法に基づく調査 B 片子都谷森遺跡

青森 新城字平岡 国土利用計画法に基づく調査 C

2178 都市整備課 浪岡 女鹿沢字平野地内 野尻本繰地方特定遭路整備工事 長溜池遺跡

21 7 9 上下水道整備課

青森 新町野字薄井、字菅谷 新町野字薄井地区配水管布設工事 新町野遺跡

31 青森 安田字若松 安田字若松地区配水管布設工事 C

青森 千刈 1丁 目 千刈 1丁 目地区配水管布設工事 C

青 森 造這 1丁 目 造道 1丁 目地区配水管布設工事 B 沢日漬跡

青森 ナ(重 田1丁 目 人重田1丁 目地区配水管布設工事 8 沢 田遺跡

青森 富田1丁 目、3丁 目 富日1、 3丁 目地区配水管布設工事 C

青森 浜館3丁 目 浜館3丁 目地区配水管布設工事 C

青森 浜館字見取 浜館字 見取地区配水管布設工事 C

青森 田屋敷字下 り松 田屋致字下 り松地区配水管布設工事

青森 原別 3丁 目 原別3丁 目地区配水管布設工事 B 露車遺跡

青森 平新 田字森越 平新田字森越地区配水管布設工事 C

青森 原別字下海原 原別字下海原地区配水管布設工事 C

青森 大野字若宮 大野字若宮地区配水管布設工事 C

青薮 里見 2丁 目 里見2丁 目地区配水管布設工事 B 三内丸山(3)遺 跡

青森 雲谷字山吹 雲谷山吹地区配水管布設工事 B 雲谷山吹(3)遺跡

青森 横内字銹山 橋内浄水場導水管布設工事 B 鏡山遺跡

21 7 12 青森地域広域消防事務組合

青森
安方 1丁 目

青森駅前配水管敷設工事 C

青森 青森駅前配水管敷設工事 C

青森
後疱字久堅

後泊地区配水管敷設工事 C

青森 後適地区配水管敷設工事 C

青森

富田2丁 目

冨田地区配水管取替工事 C

青森 冨田地区配水管取替工事 C

青森 冨日地区配水管取替工事 C

青森 北金沢 2丁 目 北金沢地区配水管取替工事 C

青森
金沢 2丁 目

金沢地区配水管取替工事 C

青森 金沢地区配水管取替工事 C

青森
合浦2丁 目(合浦公園)

合浦地区配水管取替工事 C

57 青森 合浦地区配水管取替工事 C

青 森 造道 1丁 目 造道地区配水管取替工事 C

青森 造道2丁 目 造道地区配水管取誉工事 C

青森
羽 自字沢田

油川中学校通 り配水管取替工事 C

6] 青森 油川中学校通 り配水管取替工事 C

青森 筒井7丁 目 蜆見人重田線道路改良工事 C

青森 筒井6丁 目 桜川・筒井地区融雪溝整備工事 C

青森
浅虫字蛍谷

増田浅虫線電線共同溝工事 C

青森 増日浅虫線電線共同溝工事 C

青森 奥内字宮田
青森市青森消防団奥内分団 機械器具置場
建替え工事

C

21 7 13 道路建設課
青森 千富町2丁 目、金沢3丁 目 千富二丁 目11号線外道路改艮工事 C

青森 橋本1丁 目、堤町1丁 目 平和公園通 り線電線共同溝整備事業 C

21 7 14 環境政策課 青森 鶴ヶ坂字山本 岩石採取計画の認可 C

70

21 7 14 観光課

青森 新町、本町、安方地内 サイン整備事業工事 C

71 青 森
駒込字深沢

田代平湿原散策路補修工事 C

72 青森 日代平湿原散策路補修工事 A 田代平湿原植物群落

21 7 15 農地林務課
浪岡 吉野日、下石川地内 野沢地区畑地帯総合整備事業 (第二期 )

下石川、旭 (1)・ (2)、 浪岡螢

沢、下下平遺跡

74 青森 野木字沢田 県営野木地区ほ場整備事業 B 野木沢日、葛野 (1)、 (2)遺跡

7 中央卸売市場管理課 青森 卸町地内
市場棟仲卸売場改良等建築工事水産棟低温卸

売場改良工事
C

21 7 24 用地課 青 森 高 田字朝 日山 国土利用計画法に基づく調査 B 朝 日山 (7)、 高田奴夷遺跡

77

21 84 用地課

青 森 駒込字月見野 (月 見野霊園 ) 国土利用計画法第23条第 1項に基づく調査 B 月見野(4)遺跡

青森 鶴ヶ坂字早稲田 国土利用計画法第23条第 1項に基づく調査 C

浪 岡 五本松宇平野 国土利用計画法第23条第 1項に基づく調査 B 王余魚沢 (3)遺 跡

青森 滝沢字下

'1原

国土利用計画法第 23条第 1項 に基づ く調査 B 宮田山下遺跡

21 8 10 農業政策課
青森 孫内字山科 農業振興地域整備計画の変更に係る意見照会 C

青森 大別 内・金浜地区 農業振興地域整備計画の変更に係る意見照会 B 葛野 (1)、 山吹 (4)遺 跡

21 8 10 環境政策課 青森 野内字浦島 岩石採取計画の認可 B 久栗坂浜田 (2)、 大浦遺跡

21 8 18 環境政策課 青森 岩渡字熊沢 砂利採取計画の認司 C

21 8 25 環境政策課 青森 鶴ヶ坂字山本 岩石採取計画の認司 C

2191 用地誤 青森 安日字近弱 土地売買に係 る調査 A 三内丸山 (5)遺 跡

一 H一
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No 年 月 日 照会者
計画 (照会)他

事業内容・照会 (調査)目 的 回答 備考 (遺跡・指定文化財名 )地 区 町・丁名
87 2191 用地課 青森 三内字丸山 土地売買に係 る調査 A 三内九山 (5)遺跡
2191 商工業政策課 青森 浅虫字内野 温泉法第11条第 1項に基づく申詰 C

21 9 11 用地課 青森 港町2丁 目 土地売買に係 る調査 C

21 9 11 道路維持課

青森 富日地内 富日地区側溝 (その 6)工事 C
青森 油川地内 油川地区側溝 (その 3)工事 C
青森
羽 白地内

羽 自地区側溝工事 C

青森 羽 白地区側溝工事 C
青嫁 長島地内 長島地区側溝工事 C

青森 桂木地内 桂木地区側溝 (その 2)工事 C

青森 浪館字前 田 浪館前田地区側溝工事 C

青森 荒)1地 内 中部地区道路 (そ の 2)工事 C
青森 岡造道地内 岡造道地区側溝工事 C
青森 桑原地内 桑原地区道路工事 B 桑原稲荷神社遺跡

青森 三内地内 三内地区歩道工事 B 三内丸山 (3)、 (8)遺 跡
21911 農地赤務課 浪 岡 五本松字天狗平 林地開発許可申請に係 る意見照会 C

21 9 15 環境政策課 青森 前田字山下 岩石採取計画の認可 C
21 105 用地課 青森 油り十字岡田 土地売買に係る調査 C

21 10 15 公園河サ1課

青森 宮日地内 水路護岸整備事業 C
青森 柳川地内 水路護岸整備事業 C

青森 大野地内 水路護岸整備事業 C

青森 浜田地内 水路護岸整備事業 C
青森 浪館地内 水 lRE護岸整備事業 C
青森 油川地内 水路護岸整備事業 C
青森 築木館地内 水路護岸整備事業 C

21 11 24 学校給食課 青森 三内字丸山 施設建築● 学ヽ校共同調理場整備事業 ) C
市民生活 fI「 青森 勲込字月見野 (月 見野霊園) 月見野霊園公衆 トイ レ改修工事 月見野霊園遺跡

第 5表 平成20年度 (1-3月 )埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等に係る届出等
(文化財保護法第93条第 1項 (届出)・ 第94条 (通知)関係)

No 遺跡名 地 区 開発事業概要
工 事 届 県教育委員会からの開発事業への対応に係る通知

条 文 提出月 日 提出者 伝達月 日 文書番号 通知内容
1 正平寺遺跡・小板橋漬跡 浪 岡 道路改良工事 94条 H21 12 19 青森県 1 青教文衡 1201号 厳重注意
2 玉水 (4)遺 跡 県立高校施設整備事業 94条 H 2 16 青森県 2 青教文第1341号 慎重工事
3 桜峯 (1)遺 跡 青森 建物増築 93条 H 2 12 民 間 2 青教文第1343号 工事立会
4 安田近野 (1)遺跡 青森 鉄塔建設 93条 H 2 23 民 間 3 青教文第1382号 慎重工事
5 石江遺跡 青森 下水道整備 94条 H 311 青森市 H21 3 23 青教文第1467号 工事立会
6 野尻館遺跡 青森 河川改修 94条 H 3 13 東青地域県民局 H21 3 23 青教文第1473号 発掘調査
7 横内城跡 青森 上水道整備 94条 H 3 12 青森市 H21 3 23 青教文第 1468号 工事立会
8 西高校潰跡 青森 体育館解体 94夕應 H 3 26 青森県 H21 3 31 青教文第 1529号 工事立会

第 6表 平成21年度 (4-12月 )埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等に係る届出等
(文化財保護法第93条第 1項 (届出),第 94条 (通知)関係)

No 遺跡名 地 区 開発事業概要
工 事  届 県教育委員会からの開発事業への対応に係る通知

条文 提出月 日 提出者 伝達月 日 文書番号 通知内容
1 玉水 (3)漬 跡 青森 住宅建設 93多癸 H21 62 民間 6 4 青教文第 331号 慎重工事
2 新城平岡 (4)遺 跡 青森 住宅建設 93条 H21 6 1 個人 H21 6 16 青教文劣334号 慎重工事
3 新田(1)遣跡 青 森 新幹線建設工事 94条 H21 6 16 青森鉄道建設所 H21 6 26 青教文第431号 工事立会
4 後潟 (1)遺跡 青森 北海道新幹線建設工事 94条 6 5 青森鉄道建設所 7 2 青教文第470号 発掘調査
5 近野遺跡 青森 運絡通路設置 94条 7 2 青森県立美術館 7 21 青教文第535号 工事立会
6 三内丸山 (5)遺跡 青森 教会建設 93条 民 F H21 7 21 青教文第536号 工事立会
7 桜峯(1)遺跡 青森 水道管布設 94条 7 13 青森市 12182ユ 青教文第654号 工事立会
8 後潟 (1)潰 跡 青森 浄化槽設置 93夕鵞 H21 7 14 民 間 H21 7 27 青教文毎 557号 工事立会
9 米 山 (1)潰 跡 青森 新県運動公園建設 94夕鷺 H21 7 14 東青地域県民局 H21 21 青教文第 532号 慎重工事

野尻館遺跡 青森 神社等整備 98条 H21 7 16 個人 17 青教文第530号 工事立会

四戸橋富田遺跡 青森 北海道新幹線建設 93条 H21 10 21 民 間 11 4 青教文第938号 慎重工事

米山 (1)遺跡 青森 球技場整備 94条 H21 9 16 東青地域県民局 H21 10 8 青教文第860号 慎重工事
三内丸山 (9)遺跡 青森 側溝工事 94条 H21 9 28 青森市 H21 10 5 青教文第844号 工事立会
安田近野 (2)遺跡 青森 側溝工事 94条 9 17 青森市 H21 105 青教文第858号 工事立会
三内霊園遺跡 青森 墓地再提供 94多〔 9 17 青森市 H21108 青教文第 857号 慎重工喜
羽黒平 (3)潰 跡 浪 岡 住宅建設 98条 H21 9 28 個人 青教文第856号 工事立会

17 四戸橋富田遺跡 青森 北海道新幹線高架橋工事 94条 H21 98 東北新幹線建設局 9 17 青教文第781号 発掘調査
三内丸山 (5)遺 跡 青森 教会建設 93多烏 Hワ 1 8 31 民 間 9 青教文第771号 慎重工事

横内 (1)遺跡 青 森 集水枡施行 94条 H21 8 11 青森市 8 17 青教文第623号 工事立会

夏井田 (5)遺跡 青森 携帯電話鉄塔建設 98条 H21 10 2 民 間 H21 115 青教文第981号 慎重工事
横内 (2)遺跡 青森 側溝工事 94条 吉森市 日21 11 6 青教文第982号 工事立会
三内沢部 (3)遺跡 青森 携帯電話鉄塔建設 93条 10 9 民 間 I121 11 5 青教文第980号 慎重工事
宮日館遺跡 青森 水路改修 94条 H21 11 20 青森市 青教文第1118号 工事立会
築木館遺跡 青森 護岸工事 94条 H21 12 11 青森市 H21 12 24 青教文第 1188号 工事立会

月見野霊園遺跡 青森 トイ レ改修工事 94多く 127 青森市 H21 1221 青教文第1183号 厳重注煮

細越館遺跡 青 森 グループホーム建設 98条 11 個 人 11 17 青教文第1210号 慎重工事

-12-
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第Ⅲ章 埋蔵文化財包蔵地の登録等

青森市内における周知の埋蔵文化財包蔵地 (以下、遺跡とする)は、平成21年 1月 末日時点で400遺跡 (青

森地区310遺跡、浪岡地区90遺跡)が登録されていた。

その後、新規登録が 8遺跡、範囲変更が 5遺跡となり、平成22年 2月 28日 現在で408遺跡 (青森地区315遺

跡、浪岡地区93遺跡)が登録されている。平成22年 2月 までに行つた遺跡の新規登録や範囲変更等の概要は、

以下のとおりである。

(児玉 大成)

1.新規登録遺跡

遺跡番号 201-418 第 3図

遺跡名 四ツ石 (4)遺跡

所在地 大字四ツ石字里見

種別 散布地

時代 縄文 (中 )

遺物 縄文土器片

登録年月日 平成21年 8月 26日 (青教文第677号 )

備 考 当委員会分布調査による (平成20年度)

遺跡番号 201-419 第 4図

遺跡名 葛野 (4)遺跡

所在地 大宇大別内字葛野

種別 散布地

時代 平安

遺物 土師器片

登録年月日 平成21年 8月 26日 (青教文第677号 )

備考 当委員会分布調査による (平成20年度)

-13-
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遺跡番号 201-420 窮図
14ヽ!ξζζ;
R

購
雌
漕

遺跡名 合子沢山崎 (2)遺跡

所在地 大宇合子沢字山崎

種別 散布地

ヽ
封卜yヘツ″本十トミ圭く 講

時代 縄文 (後 )

＼＼メゝ
蜘 お憎劃ヤども

遺物 縄文土器片 ｎ
４っ

1鴻
も

登録年月日 平成21年 8月 26日 (青教文第677号 )

狛
浦備考 当委員会分布調査による (平成21年度)。

遺跡番号 201-421 第6図
:::喜!:!iヽ ::

≫

ル |、

|

＝
＝

遺跡名 四戸橋富田遺跡

所在地 大学四戸橋宇富田

∝
午
　

ｔ

一さ種別 散布地

時代 縄文 (後 )

遺物 縄文土器片

!

ヽヽ照

登録年月 日 平成21年8月 26日 (青教文第677号 )

備考 県教育委員会試掘調査による。
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2.範囲変更遺跡

遺跡番号 201-031 第■図

遺跡名 後潟 (1)遺跡

所在地 大字四戸橋字磯都

種別 散布地

時代 縄文 (前・中。後)、 平安

遺物 縄文土器片、石器

登録年月日 平成21年 12月 15日 (青教文第1149号 )

備考 県教育委員会試掘調査による。

遺跡番号 201-069

遺跡名 新城平岡(2)遺跡

所在地 大字新城宇平岡

種別 集落跡

時代 縄文 (後 ) 平安

詢 隷
さ
間 酪

遺物 縄文土器、土師器等
Ⅲ

』
．
¨

一「
『
“一審

登録年月 日 平成21年 12月 15日 (青教文第1149号 )

備考 当委員会発掘調査による。

玉余魚沢 (1)遺跡

浪岡大字玉余魚沢宇玉余魚沢

縄文 (後・晩)、 平安

縄文土器、土師器等

平成22年2月 4日 (青教文第1330号 )

董委員会分布調査による。
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遺跡番号 201-216 第15図

遺跡名 野木沢田遺跡

所在地 大字野木字沢口、字山口

種 別 散布地

時代 平安

遺物 土師器、須恵器

登録年月日 平成22年 2月 2日 (青教文第1309号 )

備考 県教育委員会試掘調査による。

3.名称変更遺跡

遺跡番号 201-246 第16図

遺跡名 合子沢山崎遺跡→合子沢山崎 (1)遺跡

所在地 大字合子沢宇山崎

種別 散布地

時代 縄 文

遺物

登録年月日 平成21年 8月 26日 (青教文第677号 )

備考 平成21年度に合子沢山崎 (2)遺跡が登録
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第Ⅳ章 分布調査

1 調査概要

調査地 :青森市浪岡大字北中野宇天王ほか  調査期間 :平成21年 9月 14日

2.調査に至る経過

今年度は、浪岡地区の埋蔵文化財包蔵地および未登録地の現地調査を実施した。調査地点は、浪岡大字

北中野字天王、下十川字扇田、王余魚沢字王余魚沢、大釈迦宇前田地区を対象とした。

3 調査結果

分布調査の結果、新規登録遺跡が 2ヶ所、範囲変更 (拡張)と なる遺跡を lヶ所確認した。北中野宇天

王では墓地や畑地で土師器片を確認し、後に「天王遺跡」として新規登録された。下十川字扇田では住宅

や道路に囲まれた畑地で土師器片が散布しており、「扇田遺跡」として新規登録された。また、王余魚沢

字王余魚沢に所在する「王余魚沢 (1)遺跡」付近では、縄文土器片や土師器片の散布が認められ、北側

に範囲が拡張となつた (第Ⅲ章参照)。

(児玉 大成)

扇田遺跡

(上 :近景 下 :土師器片)
天王遺跡

(上 :近景 下 :土師器片)

写真 1 分布調査

王余魚沢 (¬ )遺跡
(上 :近景 下 :土師器片)
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第V章 試掘・確認調査

第 1節 玉水 (3)遺跡
1.調査概要

調 査 地 :青森市大宇宮田宇玉水

調査期間 :平成21年 5月 29日

第17図 調査地点および出土遺物 (玉水 (3)遺跡)

第V章 試掘・確認調査

開発行為 :個人住宅建設

調査面積 :18∬

2.調査に至る経緯

平成21年 5月 7日 、当委員会文化財課に個人住宅建設に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協議書」が事業者

より提出された。遺跡地図と照合した結果、対象地が玉水 (3)遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台帳番号

201-279)に該当していたことから、平成21年 5月 29日 に発掘調査の要否を目的とした確認調査を実施し

た。

3.調査方法

開発予定地 (398♂)に 9ヶ所の トレンチを設定し (第 17図 )、 重機による掘削後、ジョレンがけにより

遺構確認を行つた。

4 調査結果
一部の トレンチでは上位に砂利等が混入する撹乱部分が認められたが、大部分の トレンチではおおむね

自然堆積を残していた。 トレンチ外から採集した剥片石器 1点 (第 17図 1)を除いて、遺構 。遺物は確認

できなかつた。以上の結果を踏まえ、当委員会では慎重工事が望ましいと判断した。

0            5cm

―

(設楽 政健)

ヽ

50m
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第 2節 佃遺跡隣接地
1.調査概要

調 査 地 :青森市佃三丁目

調査期間 :平成21年 6月 24日

開発行為 :集合住宅建設

調査面積 :18ポ

2 調査に至る経緯

平成21年 5月 22日 、当委員会文化財課に集合住宅建設に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協議書」が事業者

より提出された。遺跡地図と照合した結果、対象地が佃遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台帳番号201-058)

に隣接していたことから、平成21年 6月 24日 に遺跡の有無確認を目的とした試掘調査を実施した。

3.調査方法

開発予定地 (911だ)に 4ヶ所の トレンチを設定し (第 18図 )、 重機による掘削後、ジョレンがけにより

遺構確認を行つた。

4.調査結果

調査区内は全体に黒色土・シラス等が1.5mほ ど盛土されており、その下位より泥炭層が確認できた。

泥炭層はかなりの厚さで堆積しているものと考えられ、一部の トレンチで泥炭層確認面から2mほ ど深掘

りしたが、地山は見えなかつた。本遺跡は平野部に占地するため、泥炭層が厚く堆積していると考えられ

ることから、泥炭層確認時点で掘削を中止した。

以上の結果を踏まえ、当委員会では慎重工事が望ましいと判断した。

(設楽 政健 )

「   |
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　ヽ、、ィ

~~才 1   ｀

第18図 調査地点 (佃遺跡隣接地 )

0                              50m
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第V章 試掘・確認調査

第 3節 三内丸山 (5)遺跡
1.調査概要

調 査 地 :青森市大宇三内宇丸山

調査期間 :平成21年 6月 25日

開発行為 :教会建設

調査面積 :39ポ

2.調査に至る経緯

平成21年 4月 13日 、当委員会文化財課に教会建設に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協議書」が事業者より

提出された。遺跡地図と照合した結果、対象地が三内丸山 (5)遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台帳番号

201-250)に該当していたことから、平成21年 6月 25日 に発掘調査の要否を目的とした確認調査を実施し

た。

3 調査方法

開発予定地 (1,386ピ )に 7ヶ所の トレンチを設定し (第 19図 )、 重機による掘削後、ジョレンがけによ

り遺構確認を行った。

4.調査結果

調査区内は過去に整地されたらしく、南側が削平、北側が一部盛土されていた。盛土・削平部分を除い

てはおおむね自然堆積を残していたが、 トレンチ内から遺構 。遺物は確認できなかった。 トレンチ外から

縄文土器 1点 (第 19図 1)が採集されている。

以上の結果を踏まえ、当委員会では立会工事が望ましいと判断した。

(設楽 政健)

近野遺跡

ヽ

第19図 調査地点および出土遺物 (三内丸山 (5)遺跡 )
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第 4節 三内沢部 (3)遺跡
1.調査概要

調 査 地 :青森市大宇三内宇沢部

調査期間 :平成21年 8月 26日

2.調査に至る経緯

平成21年 6月 10日 、当委員会文化財課に携帯電話塔建設に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協議書」が事業

者より提出された。遺跡地図と照合した結果、対象地が三内沢部 (3)遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台

帳番号201-239)イ こ該当していたことから、平成21年 8月 26日 に発掘調査の要否を目的とした確認調査を

実施した。

3.調査方法

開発予定地 (59だ)に 3ヶ所の トレンチを設定し (第 20図 )、 重機による掘削後、ジョレンがけにより

遺構確認を行つた。

4.調査結果

調査区内は畑地になつており、表土上位は耕作により撹乱されていた。表上下位には自然堆積が残され

ていたが、遺構・遺物は確認できなかつた。

以上の結果を踏まえ、当委員会では慎重工事が望ましいと判断した。

(設楽 政健 )

開発行為 :携帯電話塔建設

調査面積 :9ぜ

//―
＼
、

第20図 調査地点 (三内沢部 (3)
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第V章 試掘・確認調査

第 5節 野尻館遺跡
1 調査概要

調 査 地 :青森市大宇四ツ石字里見

調査期間 :平成21年 9月 14日 ～10月 2日

開発行為 :河川改修工事

調査面積 :28ポ

2 調査に至る経緯

青森県河川砂防課は、堤川広域基幹河川改修事業に伴い青森市大字四ツ石字里見および野尻字野田地内

に河川堤防 (横内川)の整備工事を計画し、対象地が野尻館遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台帳番号201-

173)に該当していたことから、平成19年度より青森県教育庁文化財保護課 (以下、県文化財保護課)と

その取り扱いについて協議を重ねてきた。県文化財保護課は遺跡の西側縁辺部が工事により削平されるこ

とを確認し、平成20年 7月 10・ H日 の日程で開発予定地 (西郭西半)に遷座する熊野宮新設予定地 (西郭

東半、360ポ)に lヶ 所の トレンチを設定して遺構確認を行った (青森県教育委員会2009)。 確認調査の結

果を受けて、県文化財保護課は当委員会文化財課 (以下、文化財課)に発掘調査事業を引き継ぎ、文化財

課は平成21年 5月 18日 ～ 6月 30日 の日程で西郭東半部分について発掘調査を実施した (来年度報告書刊行

予定)。

本遺跡の西郭西半 (熊野宮跡地)お よび南郭西端部分については、西郭南北の空堀を含めて来年度以降

に調査される計画としているが、南郭は東郭 。西郭よりも標高の低い帯郭であり、中世城館築城時に地山

まで削平されている可能性が考えられた。そのため、平成21年 9月 14日 ～10月 2日 の日程で発掘調査の要

否を目的に確認調査を実施した。

3 調査方法

開発予定地 (約 700ピ )に 3ヶ所の トレンチを設定し (第 21図 )、 人力による掘削後、ジョレンがけによ

り遺構確認を行った。

4 調査結果

対象地 (南郭西端)は遺跡西側を北流する横内川方向へ緩やかに傾斜しており、表土から地山ロームに

至るまで自然堆積が残されていた。表土堆積と傾斜の度合いからは、南郭も東郭 。西郭から連続する微高

丘陵の一部であろうと推定され、空堀の造成により自然の丘陵が分断されたものと思われる。 2号 トレン

チから土坑 1基 。小ピット1基、 3号 トレンチから土坑 1基の遺構が検出され、土坑 2基はともに縄文時

代のTピット (溝状土坑)の可能性が高い。 トレンチ内からはダンボール箱換算で約 1箱分の出土遺物が

あり、狭小な調査範囲としては比較的多い出土量であった。

出土遺物の主体は土師器・須恵器 (第 22図 )である。第22図 1の須恵器長頚壺は頸部のみの資料である

が、ヘラ記号が認められ、五所川原須恵器窯跡群などに類例が知られる。土師器の年代観は、土師器不の

形態などから10世紀後半以降の可能性が高いが、土師器・須恵器の所産時期はおおよそ10世紀～H世紀代

と広く捉えるべきであろう。

第23図 21・ 22は、縄文時代早期中葉 (物見台式)の上器であり、本市地域では僅少な事例として注目さ

れる。沈線に貝殻腹縁圧痕文が並行し、文様の基点に円形刺突が配される資料である。第23図 23～ 27は同

一個体と思われ、沈線による直線または弧線が縦位・横位に施文される縄文時代後期前葉 (十腰内 I式 )

の土器であろうか。第24図40～ 42も同一個体と思われるが、縄文時代晩期の所産期が推定される。

以上の結果を踏まえ、当委員会では発掘調査が必要であると判断した。

-23-
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第21図 調査地点および遺構確認状況 (野尻館遺跡)
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第 6節 夏井田 (5)遺跡
1 調査概要

調 査 地 :青森市大字西田沢字沖津

調査期間 :平成21年 9月 18日

2.調査に至る経緯

平成21年 7月 28日 、当委員会文化財課に携帯電話塔建設に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協議書」が事業

者より提出された。遺跡地図と照合した結果、対象地が夏井田 (5)遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台帳

番号201-108)イこ該当していたことから、平成21年 9月 18日 に発掘調査の要否を目的とした確認調査を実

施した。

3.調査方法

開発予定地 (103ポ)に 3ヶ所の トレンチを設定し (第25図 )、 重機による掘削後、ジョレンがけにより

遺構確認を実施した。

4.調査結果

調査区内にはシラスが盛土されており、地表面から約40cIIl下位より地山を確認できた。地権者によると

以前、シラス採取のため大規模に削平され、その上に盛上して畑地として使用したとのことであった。 ト
レンチ内から遺構・遺物は確認できなかった。

以上の結果を踏まえ、当委員会では慎重工事が望ましいと判断した。

(設楽 政健)

第25図 調査地点 (夏井田 (5)遺跡 )

開発行為 :携帯電話塔建設

調査面積 :29ピ
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ギ
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ぃ
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第7節 羽黒平 (3)遺跡
1.調査概要

調 査 地 :青森市浪岡大字五本松宇羽黒平

調査期間 :平成21年 9月 24日

開発行為 :個人住宅建設

調査面積 :2ポ

2.調査に至る経緯

平成21年 9月 14日 、当委員会文化財課に個人住宅建設に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協議書」が事業者

より提出された。遺跡地図と照合した結果、対象地が羽黒平 (3)遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台帳番

号201-346)イ こ該当していたことから、平成21年 9月 24日 に発掘調査の要否を目的とした確認調査を実施

した。

3.調査方法

開発予定地 (517だ )にはすでに住宅が建っており、その他の調査可能な空地に lヶ所の トレンチを設

定し (第26図 )、 重機による掘削後、ジョレンがけにより遺構確認を実施した。

4.調査結果

調査区内は住宅建設の際に大きく境乱されたものと考えられ、 トレンチ内の上層にはガラスや空き缶が

混入していた。今回の調査区以外にも調査可能な空地はあつたが、狭小な範囲であつたため、 lヶ所のみ

の調査となった。 トレンチ内から遺構 。遺物は確認できなかった。

以上の結果を踏まえ、当委員会では立会工事が望ましいと判断した。

(設楽 政健 )

ぐ
~‐ ~

第26図 調査地点 (羽黒平 (3)遺跡 )
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第 8節 桜峯 (1)遺跡
1 調査概要

調 査 地 :青森市大学横内宇桜峯ほか

調査期間 :平成21年 9月 9日 ～11日

開発行為 :配水管布設工事

調査面積 :29ポ

2 調査に至る経緯

平成21年 7月 9日 、当委員会文化財課に横内一雲谷間配水管布設工事に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協

議書」が青森市より提出された。遺跡地図と照合した結果、予定地が桜峯 (1)遺跡 (青森県埋蔵文化財

包蔵地台帳番号201207)イこ該当していたことから、発掘調査の要否を目的に確認調査を実施した。

3 調査方法

本遺跡は第 2・ 第 3工区に重複しており (第27図 )、 第 2工区に15ヶ所 (第28図 )、 第 3工区に13ヶ所 (第

29図 )の トレンチを設定し、重機による掘削等で遺構確認を行つた。

4.調査結果

一部の トレンチにおいては自然堆積を確認できたが、調査区はすでに造成されており、大部分では表土・

地山ともに抗乱を受けていた。 トレンチ内から遺構・遺物は確認できなかった。以上の結果を踏まえ、当
委員会では慎重工事が望ましいと判断した。 (小野 貴之)
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第V章 試掘・確認調査

第 9節 細越館遺跡
1.調査概要

調 査 地 :青森市大宇細舷宇栄山

調査期間 :平成21年 12月 14日

開発行為 :宅地造成

調査面積 :9ピ

2.調査に至る経緯

平成21年 11月 12日 、当委員会文化財課に宅地造成に係る「埋蔵文化財 (遺跡)等協議書」が事業者より

提出された。遺跡地図と照合した結果、対象地が細越館遺跡 (青森県埋蔵文化財包蔵地台帳番号201-066)

に該当していたことから、平成21年 12月 14日 に発掘調査の要否を目的とした確認調査を実施した。

3.調査方法

開発予定地 (254だ)に 3ヶ所の トレンチを設定し (第 30図 )、 重機による掘削後、ジョレンがけにより

遺構確認を行つた。

4 調査結果

対象地は丘陵縁辺部にあり、東方の平野部へ向つて緩やかに傾斜している。表面の砂利を除去するとす

ぐに地山ロームが現われた。かつての造成工事の際に表土は深く削平されたものと思われる。地山ローム

もlm弱削られている。 トレンチ内から遺構・遺物は確認できなかった。

以上の結果を踏まえ、当委員会では慎重工事が望ましいと判断した。

(野坂 知広 )

50m

第30図 調査地点 (細越館遺跡 )
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玉水 (3)遺跡 lT(東→) 玉水 (3)遺跡 2T(東→ ) 玉水 (3)遺跡 3T(東→)

玉水 (3)遺跡 4T(東→) 玉水 (3)遺跡 5T(東→ ) 玉水 (3)遺跡 6T(東→)

玉水 (3)遺跡 7T(東→) 玉水 (3)遺跡 8T(東→ ) 玉水 (3)遺跡 9T(東→ )

佃遺跡隣接地 lT(西→) 佃遺跡隣接地 2T(西→ ) 佃遺跡隣接地 3T(東→ )

佃遺跡隣接地 4T(東→ ) 佃遺跡隣接地 5T(西→ )

写真 2 試掘・確認調査 (1)

個遺跡隣接地調査前風景 (北西→)
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第V章 試掘・確認調査

三内丸山(5)遺跡 lT(東→ ) 三内丸山(5)遺跡 2T(東→) 三内丸山(5)遺跡 3T(東→ )

三内丸山(5)遺跡 4T(東→ )

三内丸山(5)遺跡 7T(東→ )

三内丸山(5)遺跡 5T(東→ )

lT(西→ )

野尻館遺跡 lT(南→ )

野尻館遺跡 3T(北→)

写真 3 試掘・確認調査 (2)

三内丸山(5)遺跡 6T(東→ )

三内沢部 (3)遺跡 2T(西→ )

三内沢部 (3)遺跡 3T(西→ ) 野尻館遺跡 2T(西→ )

野尻館遺跡 2Tプラン (北西→) 野尻館遺跡 3Tプラン (北東→ )
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羽黒平 (3)遺跡 lT(北→)

桜峯 (1)遺跡

欝,Iギ鶴

桜峯(1)遺跡 9T(東→ )

写真4 試掘・確認調査 (3)

夏井田(5)遺跡 lT(北→ ) 夏井田(5)遺跡 2T(北→ ) 夏井田(5)遺跡 3T(北→)

羽黒平(3)遺跡 lT調査状況 (北→) 桜峯 (1)遺跡 lT(東→)

桜峯 (1)遺跡 3T(東→ ) 桜峯 (1)遺跡 4T(東→)

桜峯 (1)遺跡 5T(東→ ) 桜峯 (1)遺跡 6T(東→ ) 桜峯 (1)遺跡 7T(東→)

桜峯 (1)遺跡 8T(東→) 桜峯(1)遺跡 10T(東→)
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第V章 試掘・確認調査

桜峯(1)遺跡 19T(東→ )

桜峯(1)遺跡 22T(東→ )

残    (―

  辮

，粋
て
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〆

一

桜峯 (1)遺跡 17T

桜峯 (1)遺跡 20T(東→)

桜峯 (1)遺跡 24T(東→)

写真 5 試掘・確認調査 (4)

桜峯 (1)遺跡 12T(東→ ) 桜峯 (1)遺跡 13T(東→ )

桜峯 (1)遺跡 16T(東→ )桜峯 (1)遺跡 15T(東→ )

桜峯 (1)遺跡 18T(東→ )

桜峯 (1)遺跡 21T(東→ )

桜峯 (1)遺跡 23T(東→) 桜峯 (1)遺跡 25T(東→)
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桜峯 (1)遺跡 27T(東→ )

細越館遺跡土層堆積 (南→ )

写真 6 試掘 H確認調査 (5)

玉水 (3)遺跡 三内丸山(5)遺跡

写真フ 試掘・確認調査出土遺物 (1)

桜峯 (1)遺跡 26T(東→ ) 桜峯(1)遺跡 28T(東→ )

細越館遺跡 lT(東→ ) 細越館遺跡 2T(東→) 細越館遺跡 3T(東→)

細越館遺跡調査風景 (南西→) 細越館遺跡調査状況 (北東→)

-40-
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野尻館遺跡
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第Ⅵ章 山城溜池遺跡の調査

第 1節  は じめ に
山城溜池遺跡は青森市大字六枚橋宇山城の溜池内に位置している。平成19年 9月 、ブラックバス駆除のた

めに水が抜かれ、水位が下がつた山城溜池の岸の一部より、製鉄遺跡のものと考えられる排滓場が発見され

たとの地元住民の連絡を受けた。当委員会で現地を踏査したところ、長軸14.5× 短軸 7mの範囲で鉄滓が露

出していた。中世城館である伝尻人館跡に隣接する地点にあることなどから、中世と考えられた。県内では

未だ中世と考えられる製鉄遺跡は確認されたことがなく、その重要性が高いと考えられたことから、当委員

会が平成19年 H月 8日 ～11月 27日 の日程で遺跡の範囲確認・内容把握を目的に試掘調査を実施し (358だ )、

結果を受けて、平成20年 1月 18日 に山城溜池遺跡として登録した。概要については平成19年度刊行の『市内

遺跡発掘調査報告書16』 (青森市教育委員会2008)に掲載した。本章では19年度刊行の報文で報告した、山

城溜池遺跡の試掘調査結果について、大量の鉄滓の整理作業に多くの期間を費やしたことなどにより、19年

度報告で掲載できなかつた遺構や鉄関連遺物の実測図、出土鉄滓および木炭等の分析結果を交えて、総括と

して報告するものである。

第 2節 遺跡の環境
本遺跡は、津軽半島東部の丘陵地にあり、東側には陸奥湾に面して住宅地・水田地帯として利用されてい

る平野部、西側には西山山脈が南北に広がり、北～南には六枚橋川 。後潟川が流れている。遺跡北西には伝

尻人館跡が位置している。伝尻人館跡は、昭和52～ 54年に青森県立郷土館によつて発掘調査が実施されてお

り、竪堀・横堀・土橋 。竪穴住居跡・掘立柱建物跡等が検出されている。また標高が低い地点では、居館跡

探査を目的に設置された沼池北西側の トレンチから、バケツ 5杯分の鉄滓と羽口が 1点出上している (青森

県立郷土館 1981)。 津軽半島は、県内でも多くの製鉄遺跡が分布する地域の一つで、特に中近世に帰属する

製鉄遺跡が多く、鉄生産が盛んな地域であつたことが想定できる。また、このような状況は、文献資料から

も窺い知ることができ、『津軽一統誌』などの文献には、弘前城築城から明治に至るまで、現在の蓬田村～

外ヶ浜町と中泊町今泉地区周辺を中心として鉄を生産し、津軽藩へ供給していたことが記述されている。ま

た、『貞享 4年検地水帳』 (1687)に は奥内村 (現青森市奥内地区)に 「鉄御番所 lヵ 所」の記述があるほか、

『津軽藩庁日記』には天和～宝永年間まで、「奥内鉄吹小知行の役鉄上納」。「奥内御蔵の餅鉄御払い願」。「奥

内鉄吹の扶持高」などの奥内地区の鉄吹に関する記事が認められ (青森市2006)、 津軽藩の鉄生産拠点であ

つた外ヶ浜町等に加えて、奥内地区でも藩主導の下で、継続的に鉄を生産していたことがわかる。しかも、

餅鉄とあることから、鉄鉱石による製鉄が行われていた可能性も考えられる。製鉄等の鉱業が行われる場所

においては、「山神社」が付近に存在することが多く、前述の『貞享 4年検地水帳』によると後潟村には「山

神社」のほか、「金神社」も存在する。また、本地域には鉄に関連する地名も多く確認でき、本遺跡南西の

内真部川上流域には多多良沢、蓬田村中沢で場所を特定できないものの、金葛山・金葛川という鉄に関連す

ると考えられる地名が認められる。本地域において製鉄遺跡や鉄に関連する地名が多く認められている背景

として、周辺の地質や環境が挙げられる。遺跡が位置する丘陵地は、砂岩・シル ト岩によって構成されてい

るが (青森県1985)、 特に砂岩は砂が圧力によって固まつて堆積岩となつたもので、砂鉄を含んでおり、鉄

原料である砂鉄を容易に採取することが可能であつたと考えられる。
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上 38,484m

第1層  10YR3/1 黒褐色 ローム粒 (

第2層  10YR3/2 黒褐色 ローム粒 (

第3層  10YR2/2 黒褐色 ローム地 (

第4層  10YR3/1 黒褐色 炭化対 (φ
第5層  10YR3/3 暗褐色 ローム粒
第6層  10YR3/2 黒褐色 ローム粒
第7層  10YR3/1 黒褐色 ローム粒
第8層  10YR2/1 黒褐色 ローム粒
第9層  10YR3/3 暗褐色 ローム粒
第10層  10YR3/2 黒褐色 ローム粒
第11層  10YR3/4 暗褐色 ローム粒
第12層  7 5YR2/2 黒褐色 ローム粒
第13層  10YR3/1 黒褐色 ローム粒
第14層  10YR2/3 黒褐色 ローム粒
第15層  10YR3/3 暗褐色 ローム粒
第16層  10YR3/4 暗褐色 ローム粒
第17層  10YR3/2 黒褐色 ローム粒
第18層  10YR3/1 黒褐色 ローム粒
第19層  10YR2/3 黒褐色 ローム粒

φlい 5mm)少量、炭化粒 (φ 3い 7mm)中 量、焼上粒 (φ 3い 6mm)少 量、鉄滓少量
φ2い 10mm)少量、炭化粒 (φ 4-6mm)少量、焼土粒 (φ 3-7mm)中量、鉄滓 (φ 5い 15mm)
φlい 10mm)中量、炭化粒 (φ 3い 8mm)中 量、鉄津 (φ 4い 30mm)多量
3い 5mm)中 量、焼土粒 (φ 3あ 5mm)少量、鉄津多量
φ2い 3mm)多 量、炭化粒 (φ 4い9mm)少 量、鉄津多量
φ2い 7mm)中 量、炭化粒 (φ 3い 9mm)少量、鉄滓多量
φ2い 4mm)中 量、焼上粒 (φ 5-3mm)少量、炭化物 (φ 3い 10mm)少量、鉄滓多量
φ2い 3mm)少量、炭化粒 (φ 4い 6mm)少量、鉄滓中量
φヽ い6mm)中 量、炭化粒 (φ 3い 4mm)中 量、鉄津中量
φ2い 6mm)少量、炭化粒 (φ 3い 1lmm)多量、鉄滓少量
φ3い 6mm)多 量、炭化粒 (φ 5い 7mm)少 量、鉄滓少量
φlい3mm)少量、炭化粒 (φ 2い 3mm)少量、鉄津少量
φ3二 9mm)多 量、炭化粒 (φ 5い 7mm)少 量、鉄津少量
φ2い 3mm)少量、炭化粒 (φ 3い 5mm)微量、鉄滓少量
φlい5mm)中 量、炭化粒、 (φ 4二9mm)少量、鉄滓中量
φ3二 4mm)中 量、炭化粒 (φ 3い 6mm)中 量、鉄滓少量
φ2い 3mm)中 量、炭化粒 (φ 4二5mm)微量、鉄滓中量
φ2い 5mm)中 量、ロームブロック (φ 20い 50mm)少 量、鉄滓中量
φ2-3mm)少量、炭化粒 (φ 4い 6mm)少量

第32図 遺構配置図・排滓場セクション図
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第Ⅵ章 山城溜池遺跡の調査

第 3節 確認遺構
調査の結果、標高38m付近から排滓場 1基のほか、フ,滓場背後の平場から、竪穴遺構 。土坑・溝跡・ピッ

ト等と考えられる多くの遺構を確認したが、遺跡の内容性格把握のため、製鉄遺跡の内容を明らかにしうる

と考えられる一部の遺構について半裁や トレンチ掘り等を行い、木炭窯 1基、焼土遺構 8基、炉状遺構 1基

を確認した。 (第 32図 )。 これらの遺構の時期は、排滓場等から出上した鉄洋の規模や隣接する伝尻人館跡と

の関連性や年代分析結果から12世紀から15世紀と考えられる。

(1)排滓場 溜池へ張り出す舌状の岸の先端部の斜面に広がり、長軸14.5× 7mの範囲に及ぶ。排滓場の中央
部にトレンチを 1か所設定し、堆積状況を確認した (第 32図 )。 結果、この排滓場は最大で60cIIlの鉄滓

を含む土層が堆積しており、一定期間に数度にわたって滓が捨てられている状況が確認できた。遺物の

一部は溜池の水により流されていると考えられ、斜面下位の鉄滓は溜池の底へ入り込んでいることから、

溜池の底には未だ多くの鉄滓が埋まっていると考えられる。鉄関連遺物については、長さ8,6m、 幅0,7m、

深さ0.5mの トレンチ内より出土した分を回収し、計774.4kg、 点数は13,641′点であった。つF滓場全体で

の推定重量は、排滓場の範囲が トレンチの面積の15倍を超えていることから、11,000kg以上になるもの

と思われる。混入する炭化物の
14c年
代測定の結果、最も新しいもので15世紀前半と判定された。

(2)木炭窯 排滓場背後の平坦面より地下式を呈する木炭窯を 1基確認した (SK-03)。 平面円形で、規模は

長軸2.8× 短軸2.7mで、確認面～底面までの深さは約80cmを測る。底面・壁は赤く焼けており、中～下

層には多量の炭化物とともに、直径 5～ 15clllの 炭化材が東西方向を軸に数本混入している状況を確認で

きた。

(3)焼土遺構 排滓場背後の平坦面より7基確認した (SN-01～ 04、 06～ 07に及ぶものと思われる)。 平面は
おおむね円～楕円形を呈する。全て半裁していないため、詳細は不明であるが、中には単に地山が焼け

た地床炉状のものと、炉状を呈する2種類が認められる。炉状を呈するSN-07周 囲に炉壁状の粘上が巡

るとともに、また底面の粘上が焼きしまっており、その下位からは、炭化物層が確認できた。これらの

焼土遺構は鉄生産と直接関連しないと考えられるが、地床炉状のものに比べて炉状のものはやや複雑な

構造を呈しており、衛易な炉として使用されていた可能性も考えられる。

(4)炉状遺構 排滓場背後の平坦面端部より1基確認した (SN-05)。 平面形は、隅丸方形を呈し、規模は長

粘土

第33図 炉状遺構 (SN-05)
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軸2.2×短軸1.8mで、確認面から掘り方までの深さは約25cmを測る。周囲には 5～ 7 clllほ どの幅で炉壁

状の粘土が巡つている。本遺構は、掘り方などから目立った被熱の痕跡は認められなかつたが、焼土や

鉄滓片が混入する黒色上の下位より、薄い炭化物層が見られた。本遺構は、他地域における当該期の製

錬炉に比べて非常に大きい割に木炭層などの地下構造が発達しておらず、また、他当該期の炉で一般的

な踏みふいごが見られないことから、炉の地下構造から上部が滅失した可能性を差し引いても、製錬炉

である可能性は低いと考えられる。

第 4節 出土遺物
排滓場のトレンチより、13,461点、774.4kgの鉄関連遺物が出土したほか、遺構外より縄文土器や近現代

の陶磁器が出上した。鉄関連遺物の重量内訳は炉壁9。 lkg、 炉壁炉底29.6kg、 中口径羽口2.9kg、 炉底塊6.6kg、

炉内滓54.5kg、 炉内流動滓2.3kg、 流出孔滓25.2kg、 流出溝滓254.6kg、 流動洋387.5kg、 再結合滓0.8kg、 鉄

塊系遺物1.3kgである。これらは水洗・分類後、代表遺物として濃択した136点について構成表 (第34～36図 )・

実測図 (第 37～40図 )・ 観察表 (第 8表)にまとめた。構成表等に付した番号は全て対応している。

第 7表 出上鉄関連遺物の用語解説

魁
　
類

炉壁 :人為的に鉱石や鈎認を還元、カロ熱する場合に設けられる炉の壁やその例中を指している。炉盾訥ま「炉壁同蜘、障 彫炒卜のものは

炉壁としている。砂鉄が還元しきらなかった砂鉄焼結付のほ力＼接p真付、スサ入り、羽口期 訂彎 ねミある。

接合痕 :炉を造る際、粘土紐期|1買炎積み上げていき、炉壁を形づくる方法がとられるが、その繋ぎ目や接着した痕跡のこと。本遺跡で
`詞

】

口装料訂寸の炉壁も認められる。

スサ :壁土や炉壁粘土等の亀裂を防ぎ、腰を強くする目的で混入される檀物質の切片を指九 その多くは稲フラ等である。この場合はフラ

スサとも嘲ばれる。

】】口 蜘 合・鋳造等で、炉内に拝入して凩いられる送風管のこと。本遺跡では内径6 c�前後の中国径羽口が製錬に使用されている。

鞭

滓 :金属等の精・製錬のおりに発生する「ん現 全体を指丸 鉱滓や鉄滓という区分もその中のもうひとつの呼び方である。

炉底鬼 :各種の炉の鮮 脱勒 或された津を階引昭語で、炉床岸とも、炉床ブロックともいわれる。主に製錬炉関係の滓を指す場合が多ヤ、

流動滓・炉内流動岸 :流動滓I螢庵動伏の割 を指切昭語で、軸 置不明の腕 詮 て軌 鋤 笠置が炉内婉 割戸府苑動滓

と呵従図んる。

炉内滓 :炉内に形成された滓全般を旨刃羽語である。木炭痕の激しい炉内滓や流動状の炉内流動馨勒淋謀的なものである。含鉄の場合も

あり、炉鮮 鮭謬9等と表示される。

流出孔滓 :製錬炉等の炉内から滓が流出孔をへて炉外に流れ出る途中でく流出孔の中にとどまったまま固化した滓である。流出孔の形状や

岸の状態が良くわかる資料である。本遺跡でイ割戸内～流BTIぢ岸や流出孔滓～流出溝滓の資料が認められる。工具痕が付着する資料が勢式

流問毒津 :製錬炉等の炉内から流出孔をへてJ/F/1・l動織化出て、流問昔の中にとどまったまま固化した津である。流幽毒の形状や津の状態が

良くわかる資料である。

工具付着滓 :製錬炉内の滓を流しやすくするため、流出子日正嘩翰級 さ財軟 取り出された際に工具に付着した澤が剥落したものである。

工具の規模や構造が良くわかる資料である。

その

他

蜘 :古代の製錬炉で作られた銑鉄塊や鉄岸まじりの/J繊院らさら1酪砕3戸で岸分を分離して、銀質を変えたりすることにより出来

るほとんど未鍛遣の鉄塊を指すЬその多くは1-2側大の不定形な滓まじりの鉄塊である。

再結合津 :微細創卿動中用力割叶・炭化物・土砂が鉄錆によって2次的に結合したものである。
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第37図 鉄関連遺物①
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第Ⅵ章 山城溜池遺跡の調査

第38図 鉄関連遺物②
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第40図 鉄関連遺物④
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第Ⅵ章 山城溜池遺跡の調査
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第41図 遺構外出土遺物

第 8表 鉄関連遺物観察表
隣成 No 辻 物 名 遺 構 名

幅  1 厚 さ 重 鋒 (g) 磁 着 度 メタル度 分析 番 号
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tttttNo 遺   物   名 重 f■■ (g) 磁 着 度 メタル度 分析 番 号

〕F繹サ身

第Ⅵ章 山城溜池遺跡の調査

メタル度 :発掘された滓中や鉄塊系避物中に道存する金属鉄を量の面で評価しランク付けする基準である。埋蔵文化財用に整準した小型の特殊金属探知機を用い、H(O)、 M(◎ )、 L(0)、 特 L(☆ )
の段階で金属鉄の大きさを示し、また過去に金属鉄が内包されていた資41で も、すでに錆びてしまつたものは銹化 (△ )で表示する。

遺構外からは縄文土器 2点のほか、近世～近・現代と考えられる陶磁器が 4点出土した。概要については

下記のとおりである (第41図 1～ 6、 第 9表 )。

1は深鉢の胴部破片で、器外面にLR斜縄文、端部には沈線が施されており、縄文中期後葉に帰属すると考

えられる。 2は鉢の口縁部付近の破片であり、沈線によって文様が施されている。縄文後期前葉に帰属する

と考えられる。

3は白磁皿の底部破片で、端反りの皿の可能性が考えられ、16世紀後半～17世紀初頭に帰属すると考えら

れる。 4は皿の底部の破片で、 6と 同様に近現代に帰属すると考えられる。 5は徳利の口縁～頸部の資料で、

内外面には白濁釉がかかつており、幕末～明治時代前半期の「焼酎徳利」と考えられる。 6は皿の口縁～底

部の破片で、外面は一部、 2次被熱を受けている。近現代に帰属すると考えられる。

第 9表 遺構外出土遺物観察表
図版悉号 種 別 器 種 部位 外面調整 内面調整 備考

縄文土器 深鉢 胴 部 LR回転 ナデ
-2 縄 文土零 鉢 日縁吉[ 沈 線 ナデ・ミガキ
3 白磁 皿 底 部 ロクロナデ ロクロナデ

磁 器 皿 底部 ロクロナデ ロクロナデ

陶器 徳示」 口縁～顕部 ロクロナデ・白濁釉 ロクロナデ・褐釉
41-6 磁 器 皿 日縁～底部 ロクロナデ 外面粧熱
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第 5節 山城溜池遺跡出上製鉄関連遺物の金属学的調査

九州冴クノリサーチ・TACセ ンター

大澤正己・鈴木瑞穂

刊.経緯

山城溜池遺跡は、青森市大字六枚橋宇山城に所在する。調査地区からは、中世と推定される炉状遺構 1基

(SN-05)が検出された。また製鉄関連遺物も多数出上している。このため、当地域での鉄生産の実態を検

討する目的から、金属学的調査を行 う運びとなった。

2.調査方法
2-1.供 試材
Table lに示す。遺跡周辺から採取した砂鉄 2点、および出土鉄関連遺物 6′点の調査を実施した。

2-2.調 査項目
(1)肉眼観察

遺物の外観上の所見を記載した。これをもとに試料採取位置を決定している。

(2)顕微鏡組織

鉄滓の鉱物組成、金属部の組織観察や非金属介在物の調査などを目的とする。

試料観察面を設定・切り出し後、試験片は樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、 #240、 #320、 #600、 #1000、

及びダイヤモンド粒子の3μ とlμ で鏡面研磨した。

観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選択して、写真撮影を行った。また金属鉄部の

調査には、 5%ナイタル (硝酸アルコール液)を腐食 (Etching)液 に用いた。

(3)ビ ッカース断面硬度
ビッカース断面硬度計 (Vickers Hardness Tester)を 用いて、滓中の晶出物および金属鉄部の硬さ測定

を実施した。

試験は鏡面研磨した試料に136° の頂角をもつたダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積を

もつて、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を併用し、荷重は100～200gfで測定した。

(4)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (Total Fe)、 金属鉄 (Metallic Fe)、 酸化第一鉄 (FeO):容量法。

炭素 (C)、 硫黄 (S)、  :燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。
二酸化准素 (Si02)、 酸化アルミニウム (A1203)、 酸化カルシウム (CaO)、 酸化マグネシウム (MgO)、 酸

化カリウム (K20)、 酸化ナ トリウム (Na20)、 酸化マンガン (hhO)、 二酸化チタン (T主 02)、 酸化クロム (Cr203)、

王酸化燐 (P205)、 バナジウム (v)、 銅 (Cu)、 二酸化ジルコニウム (Zr02):ICP(Inductively Coupled Plasma

Emission Spectrometer)法 :誘導結合プラズマ発光分光分析。

3.調査結果
3-1.採 取砂鉄
YST-1:砂鉄 (採取地 :遺跡付近、第31図下参照)
(1)肉眼観察 :着磁性の強い、黒色の砂鉄粒子 (含チタン鉄鉱)が主体である。他に石英、斜長石、角

閃石、チタン鉄鉱などの造岩鉱物、及び微細な岩石片が少量混在する。

(2)顕微鏡組織 :Photo。 l①～⑤に示す。灰褐色粒は含チタン鉄鉱、粒径は0.15～ 0.25mmで ある。③お

よび④⑤中央のように、内部に格子状の離溶組織が確認される粒も存在する
に1)。 また含チタン鉄鉱粒内の

淡黄色結晶は黄鉄鉱 (Pyrite:FeS2)、 黒色多角形結晶は燐灰石 〔Apatite i Ca5(P04)3F〕 と推測される。
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さらに周囲の不定形および柱状の暗色鉱物は、斜長石、角閃石類、輝石類といつた造岩鉱物で、火山岩起

源の砂鉄の特徴を有する。

(3)化学組成分析 :Table2に 示す。全鉄分 (Total Fe)41.42%に 対して、金属鉄 (MetaHic Fe)0.03

%、 酸化第 1鉄 (FeO)21.63%、 酸化第 2鉄 (Fe203)35.14%の 割合であった。主要な造岩鉱物起源の造滓

成分 (Si02+A1203+CaO+MgO+K20+Na20)は 29.64%で、このうち塩基性成分 (Cao+MgO)が 3.25%と 高値

傾向を示す。主に砂鉄 (含チタン鉄鉱)に含まれる二酸化チタン (T102)は 9.87%、 バナジウム (v)が
0.16%と 高値であった。酸化マンガン (MnO)は 0.66%、 また酸化ジルコニウム (Zr20)は 0.02%、 釦 (Cu)

<0,01%と低値である。

以上の調査結果から、当資料は火山岩起源の高チタン (Ti02)砂鉄に分類される。

YST-2:砂鉄 (採取地 :後潟川、第31図上参照)
(1)肉眼観察 :着磁性の強い、黒色の砂鉄粒子 (含チタン鉄鉱)が主体である。他に石英、斜長石、角

閃石、普通輝石、チタン鉄鉱などの造岩鉱物、及び微細な岩石片が少量混在する。

(2)顕微鏡組織 :Photo。 l⑥～③に示す。灰褐色粒は含チタン鉄鉱で粒径は0.15～0.25mmで構成される。

⑦⑥中央のように、内部に格子状の離溶組織が確認される粒も存在する。含チタン鉄鉱粒内の淡黄色結晶は

黄鉄鉱、黒色多角形結晶は燐灰石と推沢」される。

また不定形の暗色部は、砂鉄中に混在する無色、有色の造岩鉱物である。砂鉄 (YST-1)と 比較すると、

その含有率は低い。

(3)化学組成分析 :Table2に 示す。全鉄分 (Total Fe)53,76%に 対して、金属鉄 (MetaHic Fe)0.03

%、 酸化第1鉄 (FeO)28.60%、 酸化第2鉄 (Fe203)45.04%の 割合であった。主要な造岩鉱物起源の造滓成

分 (Si02+A1203+CaO+MgOttK20+Na20)は 14.19%で、このうち塩基性成分 (Cao+MgO)は 3.76%であった。

主に砂鉄に含まれる二酸化チタン (T102)は 10,36%、 バナジウム (V)o.25%と 高値であつた。酸化マンガ

ン (M■0)は0.61%、 また酸化ジルコニウム (Zr20)が <0.01%、 ◆同 (Cu)<0.01%と 低値であった。

砂鉄 (YST-1)と比較すると、砂鉄 (含チタン鉄鉱)以外の造岩鉱物の割合が低いが、当資料も火山岩
起源の高チタン (Ti02)砂鉄の特徴を有する。

3-2.遺 跡 (りF滓場)出土製鉄関連遺物
YST-3 :チ戸壁

(1)肉眼観察 :熱影響を受けて内面全体がガラス質化した、大型の炉壁破片である。内面表層は細かい

凹凸があり、最大長 3 cm程の本炭痕が散在する。茶褐色の鉄銹化物も点々と付着する。側面は全面破面と推

測される。また胎上部分は灰褐色で、砂粒を多量に混和している。

(2)顕微鏡組織 I Photo.2①～③に示す。①の素地部分は、炉壁内面の黒色ガラス質滓で、内部の灰褐
色粒は被熱砂鉄 (含チタン鉄鉱)で粒径は0.15～0.20mmと 前述のYST l、 2砂鉄粒に近似する。また②③は、

やはり内面の付着滓部分である。白色針状結晶イルミナイ ト (1lmenite i FeO・ Ti02)、 淡褐色片状結晶シュ

ー ドブルーカイ ト (Pseudobrookite:Fe203・ T± 02)ないしルチル (Rutile:T± 02)が晶出する。高チタン砂鉄

を高温製錬したときの晶癖といえる
に2)。

(3)化学組成分析 :Table2に 示す。鉄分 (Fe203)は 6.82%と 高値であつた。二酸化チタン (Ti02)も
3.28%と 炉壁としては高めである。このため炉壁粘土本来の値ではなく、内面の滓部を含んだ値の可能性が

ある。また酸化アルミニウム (A1203)は 14.78%と 低めで、耐火性には不利と推測される。

以上の調査結果から、当資料は火山岩起源の高チタン砂鉄を高温製錬した、製鉄炉の炉壁片と推定される。

YST-4:ナ戸壁

(1)肉眼観察 :熱影響を受けて内面全体がガラス質化した、大型の炉壁破片である。内面の凹凸が顕著
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で、最大長 5 cm程の木炭痕が多数散在する。

に混和している。また炉壁 (YST-3)よ り

合を変えていた可能性が考えられる。

側面は全面破面。胎上部分は灰褐色で、短く切つたスサを多量

も砂粒の量が少ない。製鉄炉の部位により、粘土や混和物の割

(2)顕微鏡組織 :Photo.2④に示す。炉壁内面の付着滓部分に残された0.15～0.2mm径の砂鉄粒子の痕跡

である。白色針状結晶イルミナイ ト、淡褐色片状結晶シュー ドブルーカイ トないしルチルが晶出する。高チ

タン砂鉄を高温製錬したときの鉄粒の抜け跡で、局部に微小鉄粒を僅かに残す。

(3)化学組成分析 :Table2に示す。炉壁粘上部分の調査を実施した。鉄分 (Fe203)5。 13%と 高めであつた。

二酸化チタン (T102)は0,74%と 、炉材としては一般的な含有率であり、炉壁粘土本来の値と判断される。

また酸化アルミニウム (A1203)は 16.64%と 低めで、耐火性には不利な成分系と推沢1される。

以上の調査結果から、当資料も炉壁 (YST-3)と 同様、火山岩起源の高チタン砂鉄を高温製錬した、製

鉄炉の炉壁片と推定される。

YST-5:炉内滓
(1)肉眼観察 :やや大型で厚手の炉内滓破片である。上下面は資料本来の表面で、側面の大半は破面で

ある。滓の色調は暗灰色で、酸化雰囲気に曝されたためか、上面表層はやや赤みを帯びる。下面と側面の一

部には、茶褐色の炉壁粘上が固着する。また破面には大小の気孔が散在するが、緻密で重量感のある滓であ

る。

(2)顕微鏡組織 I Photo.2⑤～⑦に示す。⑤中央は滓中のごく微細な金属鉄で、 5%ナイタルで腐食し

ている。過共析組織 (C>0,77%)である。

また滓中には、淡褐色片状結晶シュー ドブルーカイ トないしルチルが晶出する。やはり高チタン砂鉄を高

温製錬したときの晶癖を呈する。

(3)ビッカース断面硬度 :Photo.2⑤の金属鉄粒の硬度を測定した。硬度値は356Hvと 硬質であつた。こ

の値から、粒内白色部はセメンタイ ト (Cementite:Fe3C)で、過共析組織を呈する。

また⑦の淡褐色片状結晶の硬度値は758Hvで あつた。鉄チタン酸化物の硬度に関する記載はない
は3)が
、

チタン (T102)含有率が高いほど硬質の値を示すことが予想される。⑦中央の片状結晶も高値傾向が顕著で

あつた。

(4)化学組成分析 :Table2に 示す。全鉄分 (Total Fe)は 29.18%と 低値であった。金属鉄 (Metallic Fe)

は0.21%、 酸化第1鉄 (FeO)29.03%、 酸化第 2鉄 (Fe203)9,26%の 割合である。造滓成分 (Si02+A1203+

CaOttMgO+K20+Na20)は 28.56%で、このうち塩基性成分 (Cao+MgO)6.36%で あつた。製鉄原料の砂鉄 (含

チタン鉄鉱)起源の二酸化チタン (T102)は 31.53%と 高値傾向が顕著である。またバナジウム (V)は0,15%、

酸化マンガン (MnO)も 0.99%と 高めであった。酸化ジルコニウム (zr20)は 0.08%、 銅 (Cu)0,01%と 低

値である。

以上の鉱物・化学組成から、当資料は火山岩起源の高チタン砂鉄を、高温製錬して生じた滓と判断される。

YST-6:炉内滓 (含鉄)
(1)肉眼観察 :68gと ごく小型の炉内滓の破片である。上面は資料本来の表面で、側面全面と下面が破

面と推測される。また上面表層には、茶褐色の鉄銹化物が2個所ほど固着する。この部分は特殊探知機のM(◎ )

で反応があり、内部に金属鉄が残存する可能性がある。また滓部は暗灰色で、破面には細かい気孔がやや密

にみられる。

(2)顕微鏡組織 I Photo.3①～③に示す。①は滓部である。淡褐色片状結晶シュー ドブルーカイ トない

しルチルが晶出する。高チタン砂鉄を高温製錬したときの晶癖である。

②は鉄部表層の銹化鉄である。針状フェライ ト (Ferrite:α鉄 )、 及び層状のパーライ ト (Pcarlite)カミ

残る亜共析組織 (C<0。 77%)と 推定される。また③には金属鉄部を腐食なしの状態で示している。多数点
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在する微細な黄褐色部は、硫化鉄 (FeS)と 推測される。

また④～③は金属鉄部で、 5%ナイタルで腐食した組織を示した。吸炭の進んだ過共析組織～亜共晶組成

白鋳鉄組織 (C<4.26%)を呈する。また④⑤の網目状の共晶組織はステダイ ト (Steadite:Fe一 Fe3C~Fe3P)

で、燐 (P)の偏析が顕著であつた。

(3)ビッカース断面硬度 :Photo.3③⑨の金属鉄部の硬度を測定した。③の黒色層状パーライ ト部分の

硬度値は251Hv、 ⑨の板状セメンタイ ト部分の硬度値は644Hvであつた。それぞれ組織に見合つた値である。

(4)化学組成分析 :Table2に 示す。滓部の調査を実施した。全鉄分 (Total Fe)は 18.41%と 低値であつ

た。金属鉄 (Metallic Fc)は0.08%、 酸化第1鉄 (FeO)9.56%、 酸化第 2鉄 (Fe203)15.58%の割合である。

造滓成分 (S i02+A1203+CaO+MgOtt K20+Na20)は 31.67%と 高値で、このうち塩基性成分 (Cao+MgO)は

6.90%で あつた。製鉄原料の砂鉄 (含チタン鉄鉱)起源の二酸化チタン (Ti02)は 40。 99%と 高値傾向が顕

著であつた。またバナジウム (V)は 0.28%、 酸化マンガン (MnO)も 0.89%と 高めである。酸化ジルコニウ

ム (Zr20)は0.09%、 ⇔同 (Cu)<0.01%と 低値であつた

滓部の鉱物 。化学組成から、当資料も火山岩起源の高チタン砂鉄を高温製錬して生じた滓と判断される。

また観察面では、最大長1.5cm程の金属鉄部が確認された。表層に一部低炭素域がみられるが、全体には吸

炭の進んだ過共析組織～亜共晶組成白鋳鉄組織を呈する。なお金属鉄部は硫黄 (S)、 燐 (P)の影響が顕著で、

これを鍛冶原料と仮定した場合、鍛錬時の鍛接不良や製品の脆化等の悪影響が懸念される。

YST-7:流出溝滓
(1)肉眼観察 :上面が滑らかな流動状を呈する、樋状の流出溝滓の破片である。短軸両端は破面である。

下面は細かい木炭痕による凹凸が著しい。色調は黒灰色で、破面の気孔はほとんどない。緻密で重量感のあ

る滓である。

(2)顕微鏡組織 :Photo.4①～③に示す。①中央の明白色部は、滓中のごく微細な金属鉄である。 5%

ナイタルで腐食したところ、ほとんど炭素を含まないフェライ ト単相の組織が確認された。また②③の滓中

には、白色針状結晶イルミナイ ト、白色縁取りをもつ淡褐色片状結晶シュー ドブルーカイ トないしルチルが

晶出する。高チタン砂鉄を高温製錬したときの晶癖である。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo.4③の淡褐色片状結晶の硬度を測定した。硬度値は679Hvと 高値傾向を

示した。

(4)化学組成分析 :Table2に示す。全鉄分 (Total Fe)は26.03%と 低値であつた。金属鉄 (Metallic

Fe)は 0.15%、 酸化第 1鉄 (FeO)22.85%、 酸化第 2鉄 (Fe203)11.61%の割合である。造滓成分 (Si02+

A1203+CaO+MgO+K20+Na20)38.50%と 高めで、このうち塩基性成分 (CaottMgO)6.38%で あつた。製鉄原

料の砂鉄 (含チタン鉄鉱)起源の二酸化チタン (Ti02)は 30.86%と 高値傾向が著しい。またバナジウム (V)

は0.14%、 酸化マンガン (MnO)も 1.05%と 高めである。酸化ジルコニウム (Zr20)は 0.10%、 銅 (Cu)<

0,01%と低値であった。高チタン砂鉄製錬滓の組成である。

YST-8:含鉄鉄滓

(1)肉眼観察 :55gの不定形小型の含鉄鉄滓である。表面全体が茶褐色の上砂で厚く覆われており、資

料表面の状態は判然としない。土砂中には微細な木炭破片などが混在する。内部には鉄部が存在するものと

考えられるが、特殊金属探知機での反応はない。

(2)顕微鏡組織 I Photo.4④～③に示す。④は土砂中の微細な木炭破片である。道管はなく、針葉樹材

と判断される。

⑤の中央は資料表層に付着する砂鉄粒子である。素地部分は灰褐色の含チタン鉄鉱で、粒内には淡黄色結

晶は黄鉄鉱、黒色多角形結晶は燐灰石と推測される。

⑥は滓部である。白色針状結晶イルミナイ ト、淡褐色片状結晶シュー ドブルーカイ トないしルチルが晶出
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する。高チタン砂鉄を高温製錬したときの晶癖である。

⑦⑥は銹化鉄部である。針状フェライ ト、及び層状のパーライ トが残る亜共析組織 (C<0.77%)と推定

される。

(3)化学組成分析 :Table2に 示す。全鉄分 (Total Fe)42.50%に 対して、金属鉄 (Mctallic Fe)0。 14

%、 酸化第 1鉄 (FeO)25.79%、 酸化第 2鉄 (Fe203)31,90%の 割合であつた。銹化鉄部を反映して、鉄分

は高値傾向を示す。造滓成分 (Si02+A1203+CaOttMgOttK20+Na20)は15.34%と低めで、このうち塩基性成

分 (Cao+MgO)2.26%で ある。製鉄原料の砂鉄 (含チタン鉄鉱)起源の二酸化チタン (Ti02)は 14.30%と

前述YST 5、 6、 7、 に比べて半分以下と当遺跡内では低い。銹化鉄の影響であろう。バナジウム (V)は

0,09%、 酸化マンガン (MnO)0.27%、 また酸化ジルコニウム (Zr20)は 0.03%、 銅 (Cu)<0.01%と 低値

であった。

滓部の鉱物組成および化学組成から、当資料は火山岩起源の高チタン砂鉄を高温製錬してできた含鉄鉄滓

である。銹化鉄部には一部亜共析組織痕跡が残存していた。

4 まとめ
中世と推定される山城溜池遺跡出土鉄関連遺物、および遺跡周辺の採取砂鉄を分析調査した結果、次の点

が明らかとなつた。

(1)遺跡付近採取砂鉄 (YST-1)、 および後潟川採取砂鉄 (YST-2)は、含チタン鉄鉱以外に斜長石、
角閃石類、輝石類などが含まれる。またともに高チタン (Ti02)、 高マグネシウム (MgO)傾向が確認された。

これらは火山岩起源の砂鉄の特徴である。

同じ青森市内の荒川 (金浜)採取砂鉄、野木遺跡付近採取砂鉄も同様の化学組成が確認されている (注 4)

[Fig.2]。 周辺地域には、火山岩 (安山岩～デイサイ ト)起源の砂鉄が分布しており、こうした砂鉄を製
鉄に利用していた可能性は高い。

(2)炉壁 (YST-3、 4)内面に付着した、被熱砂鉄や洋の鉱物組成から、当遺跡では火山岩起源の高
チタン砂鉄を高温製錬していたことが明らかになった。

同様の特徴は、分析調査を実施した製錬滓 (YST-5～ 7)で も確認された。なお青森・秋田県下の主な

製鉄遺跡から出上した製錬滓と比較しても、当遺跡出土製錬滓は低鉄分 (FeO)、 高チタン (T主02)傾向が顕

著であった [Fig。 2]に 5)。 このため当遺跡では、高温下で歩留まりのよい作業が行われていたと推定される。
(3)炉内滓 (YST-6)中には、観察面で最大長1.5cm程の金属鉄部が存在していた。この鉄部表層には
一部低炭素域がみられるものの、吸炭の進んだ過共析組織～亜共晶組成白鋳鉄組織が確認された。また金属

鉄中は硫黄 (S)、 燐 (P)の偏析が著しい。これも高温製錬を反映した特徴といえる。これらの元素は、鍛

錬時の鍛接不良や製品の脆化等要因となるため、鍛冶原料に用いる場合は悪影響が懸念される。

含鉄鉄滓 (YST-8)は、銹化鉄中に一部亜共析組織痕跡が残存する。この個所は炭素含有量が0.2%以下
の軟鉄と推定される。ただし銹化鉄部の大半の金属組織痕跡は不明瞭で、全体を代表するものとはいえない。

(4)含鉄鉄滓 (YST-8)の 土砂中に含まれる、微細な木炭片はその組織から針葉樹材と推定される。
当遺跡では針葉樹材を製鉄に用いていた可能性が考えられる。

(注 )

(1)木下亀城・小川留太郎『岩石鉱物』保育社 1995

チタン鉄鉱は赤鉄鉱とあらゆる割合に混じりあった固溶体をつくる。 (中略)チ タン鉄鉱と赤鉄鉱の固溶体には、チタン鉄鉱あるいは

赤鉄鉱の結品をなし、全体が完全に均質なものと、チタン鉄鉱と赤鉄鉱が平行にならんで規則正しい縞状構造を示すものとがある。

チタン鉄鉱は磁鉄鉱とも国溶簿をつくり、これにも均質なものと、縞状のものとがある。 (中略)こ のようなチタン鉄鉱と赤鉄鉱、ま

たは磁鉄鉱との国溶体を含チタン鉄鉱Titaniferous iron oreと いう。

(2) 」 B Mac chesney and A  Murau:American Mineralogist, 46 (1961), 572
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1800

1750

Fe0  10  20  30  40  50  60  70  80  90 ■02

°tt02(質量%)

Fig.l FeO Ti02二元平衡状態図

〔イルミナイ ト (1lmenite:FeO・ Ti02)、 シユ
~ドブルーカイ ト (Pseudobrookite:Fe208・ T102)、 ルチル (Rutile:Ti02)の 晶出は

FeO― Ti02二元平衡状態図から高温化操業が推定される。〕。

(3)日 刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968

ウスタイ トは450～ 500Hv、 マグネタイ トは500～ 600Hv、 ファイヤライ トは600～700Hvの範囲が提示されている。ウルボスピネルの硬

度値範囲の明記はないが、マグネタイ トにチタン (Ti)を 固溶するので、600Hv以上であればウルボスピネルと同定している。

(4)大澤正己・鈴木瑞穂 「野木遺跡出土鉄関連遺物の金属学的調査」『新町野・野木遺跡発掘調査報告書Ⅱ』青森市教育委員会

2000

(5)Fig 2は 以下の発掘調査報告書に記載された化学分析結果をもとに作成した。

① 前掲注 (4)

② 大澤正己・鈴木瑞穂「葛野 (3)遺跡出土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査」「青森市教育委員会提出資料) 2007

③ 大澤正己・鈴木瑞穂「人重菊農園出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『人重菊 (1)遺跡』青森県森田村教育委員会 2001

④「堪忍沢遺跡」『目立歴史民俗博物館研究報告 第58集 日本・韓国の鉄生産技術 (調査編 1)』 目立歴史民俗博物館 1994

⑤ 大澤正己。鈴木瑞穂「堂の下出土製鉄・鍛冶・鋳造関連遺物の金属学的調査」『堂の下遺跡Π 中世編』秋田県毅育委員会 2004
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★山城溜池 (中世)製錬滓
+〔青森市内採取砂鉄〕

野木 (10c初 )
■ 製錬滓

再野(3)(9c後半～10c前半 )
◆ 製錬滓

八重菊農園 (10c)
● 製錬滓

森田石神 (平安～中世 )
▲ 製錬滓

堪忍沢 (10c中葉～末)
0砂鉄 ● 製錬津
堂の下 (11～ 13c)

o砂鉄 o製 錬滓

*FeOはTotal Feの換算値

Fig.2青森・秋田県下の主な製鉄遺跡出土砂鉄 口製錬津の化学組成

騨^ダ全
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盛

ギ

YST-1
砂鉄

①～③×100灰褐色粒 :含テタン

鉄鉱、粒内淡黄色結晶 :黄鉄

鉱、暗色粒 :斜長石・角閃石類・

輝石類

④×100⑤ ×400中央 :含チル

鉄鉱、格子状離溶組織

YST-2
砂鉄

⑥×100灰褐色粒 :含チル欽
鉱、粒内淡黄色結晶:黄鉄鉱、

⑦×100③ ×400中央:含チル

鉄鉱、格子状離溶組織
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YST-3
炉壁

①×100炉壁内面黒色力
ヾ
ラス質

滓、砂鉄砂鉄 (含チル鉄鉱)

②×100中央 !含チル鉄鉱、(分
解・滓化)、滓部 iイルミナイト・シュート

ヾ

フ・ルーカイトないし
"ル微小明白色粒 :金属鉄

③×100 滓吉Б:イルミナイト・シュート
｀

デルコイトないしルカレ

YST-5
炉内滓

⑤×200中央:金属鉄粒、ナイタ
ルetch過共折組織、
硬度:356Hv(100gf)

⑥×100⑦ ×200岸部 :シュート
ヾ

デルーカイドないし,lIル

硬度 ,758Hv(100gf)

Ph oto.2 炉壁・炉内滓の顕微鏡組織
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P h oto.3 炉内滓 (含鉄)の顕微鏡組織
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YST-8
含鉄鉄滓

④×50木炭破片
⑤×100付着砂鉄 (含チタン鉄
鉱)、校内:憐灰石・黄鉄鉱点任

⑥×100滓部 :イルミナイト・シュート
｀

フ・ルーカイトないしルチル

⑦×50、 ③×200銹化鉄部 :

亜共析組織痕跡

Photo.4 流出溝滓・含鉄鉄滓の顕微鏡組織



第Ⅵ章 山城溜池遺跡の調査

第 6節 山城溜池遺跡出土炭化材の自然科学分析調査

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

青森市山城溜池遺跡では、舌状につき出た丘陵斜面部から鉄関連遺物が多量に出上している。また、鉄滓

集中部および周辺の試掘調査により、排滓場、近世 。近代の陶磁器を含む遺構、炉状遺構等が検出されている。

これらの製鉄関連遺構は、炉の形状などから中世頃と考えられているが、共伴遺物が少ないために時期の詳

細は不明である。

今回の分析調査では、炉状遺構および排滓場の時期を明らかにするため、出上した炭化材を対象として放

射性炭素年代測定を実施する。また、木材の利用状況を明らかにするため、同じ炭化材を用いて樹種同定を

実施する。

1 試料
試料は、SN 05炉状遺構から出上した炭化材 2点 と、排滓場から出土した炭化材 2点の合計 4点である。

各炭化材試料を年代測定用と樹種同定用に三分割して、各分析に使用した。

2 分析方法
(1)放射性炭素年代測定

土壌や根など目的物 と異なる年代を持つものが付着 している場合、これ らをピンセット、超音波洗浄など

に、より物理的に除去する。その後HClに より炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHに より腐植酸等アルカ ジ可溶

成分を除去、llClに よリアルカジ処理時に生成 した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行 う(酸・アルカジ・酸処理 )。

試料をバイコール管に入れ、 lgの 酸化銅 (■ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空
にして封 じきり、500℃ (30分 )850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素+エタノールの温度差を

利用 し、真空ラインにてC02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製 したC02と 鉄・水素を投入 し封

じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上力日熱 し、グラファイ トを生成する。

化学処理後のグラファイ ト・鉄粉混合試料を内径 l mlnの 孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装

着 し、測定する。測定機器は、 3 MV小型タンデム加速器をベースとした14C AMS専用装置 (NEC Pelletron

9 SD卜 2)を使用する。創S測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸 (HOX

Ⅱ)とバ ックグラウン ド試料の測定も行 う。また、浪1定中同時に
13c/12cの

測定も行 うため、この値を用いて

δ
18cを
算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年を使用する。また、測定年代は1950年 を基点とした年代 (BP)

であり、誤差は標準偏差 (One sigma;68%)1こ 相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRAT10N

PROGRAM CALIB REV5.02(Copyright 1986 2005 M Stuiver and P」 Reimer)を用い、誤差 として標準偏差

(One Sigma)を 用いる。

②樹種同定

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走

査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。なお、同定の根拠となる顕微鏡

下での木材組織の特徴等については、島地・伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他 (2006)を参考に

する。また、各樹種の木材組織の配列の特徴については、林 (1991)、 伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)

や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考にする。
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Table 4 放射性炭素年代測定結果

1)年代値の算出には、日bbyの半減期5568年を使用。
2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

1 140=L 30

710± 30
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3 結果
(1)放射性炭素年代測定

同位 体効果 による補正 を行 つた測定結果 を表 1、 暦年較正結果 を表 2に示す。補正 を行 った年代値 は、陥

1が 1,010± 30BP、 NO.2が 1,140± 30BP、 NO,3が 710± 30BP、 NO.4が 1,410± 30BPを 示す。 また、測定誤差 を o

として計算 させ た暦年較正結果 は、NO.1が calAD989 1,040、 陥 2が calAD870 971、 陥 3が calADl,2711,290、

Nα 4が calAD618-656で ある。

なお、暦年較正とは、大気中の
14c濃
度が一定で半減期が5568年 として算出された年代値に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い (14cの半減期5730± 40年 )

を較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プ

ログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、 1年単位で表している。い

ずれも炭化材を試料としていることから、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正は、測定誤差σ、2o双方の値を計算する。σは統計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、
2σ は真の値が95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、2σ の範囲をそれぞれ 1

とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

修)樹種同定

樹種同定結果を表 1に示す。炭化材は、 4′点中 3′点が針葉樹のヒノキ科、 1′点が落葉広葉樹のエゴノキ属

に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

Table 5 暦年較正結果

試料名
補正年代
(BP) 暦年較正年代 (cЛ ) 相対比 Code No

Nol 1,006± 32

σ cal AD  989 - cal AD 1 040 caI BP  961  -  910

9990-1
2σ

cal AD  974 - cal AD l,052
cal AD l,081  - cal AD l,123
cal AD l.134 - cal AD l 152

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

976  -
869  -
316  -

No2 1,144± 31
σ

870 - cal AD
911  - cal AD

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

,090  -  1,045
039  -   979

9990-2
2σ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

一
　

一

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

No 3 712± 26

σ cal AD l.271  - cal AD 1 290 cal BP  679 -  660
9990-3

2σ
cal AD l,260 - cal AD l,300
cal AD l.368 - cal AD 1 381

一
　

一

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

No 4 1,407=L 31
0 cal AD  618 - cal AD  656 cal BP 1 332

9990-4
2σ cal AD  591  - cal AD  667 cal BP 1 359 - 1283

1)言十算「こは、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5 02(Copyright 1 986-2005 M Stuiver and P」
Reimer)を 使用

2)計算には表に示した丸める前の値を使用している。
3)1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いや
すいよ引こ、1桁 目を丸めていない。
4)統計的に真の値が入る確率はσは68%、 2σ は95%である
5)相対比は、σ、2σ のそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
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・ヒノキ科 (Cupressaceac)

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、

晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は

ヒノキ型で 1分野に2-4個。放射組織は単列、 110細胞高。
・エゴノキ属 (Styrax)エ ゴノキ科

散孔材で、横断面では精円形、単独または 2-6個が主として放射方向に複合して散在し、年輪界に向か

つて径を漸減させる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、 1-3細胞幅、
1-20細胞高。

4 考察
SN 05炉状遺構の炭化材は、年代沢1定により1,010± 30BPと 1,140± 30BPの値が得られており、約100年の年

代差があるが、資料がいずれも樹齢の長いヒノキ科に同定されていることを考慮すると、年代差は同一個体

内あるいは個体間の樹齢の問題などに起因する可能性がある。また、樹種同定結果から、炉状遺構において

ヒノキ科の木材が利用されていたことが推定される。ヒノキ科の木材は軽いため、生木と木炭のいずれの場

合でも燃焼性が良い反面、火持ちは良くなかったことが推定される。

排滓場の炭化材は、年代測定により、710± 30BPと 1,410± 30BPの値が得られており、炉状遺構よりも 1′点

が200300年 ほど古く、 1点が300-400年 ほど新しい時期を示す結果となつた。このうち、炉状遺構よりも古
い年代が得られた陥 4は、ヒノキ科に同定されており、炉状遺構の炭化材と樹種が共通する。一方、炉状遺

構より新しい年代が得られた配 3は、落葉広葉樹のエゴノキ属であり、他の試料とは樹種が異なる。

津軽地方には、多くの製鉄遺跡があるが、炉壁や鉄滓等と共に出上した炭化材の樹種を明らかにした例は

少ない。人重菊遺跡 (つがる市森田)では、平安時代の製鉄炉と考えられる炭化材にクリやモクレン属を主

とする結果が得られている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,2001)。 クリやモクレン属は、木炭にすると柔ら

かく燃焼性のよい木炭になる点では、ヒノキ科と材質的な共通点がある。また、地域は異なるが、下北半島

東部の猿ヶ森 (東通村)では、砂丘に覆われた段丘上から平安時代頃と考えられる大量の鉄滓と共に出上し

た木炭の樹種同定から、ヒバ (ヒ ノキアスナロ)を利用した製鉄の可能性が指摘されており、今回の結果と

も調和的である (岡本ほか,1996)。

人重菊遺跡では、鉄津の成分分析から、チタンを多く含む塩基性砂鉄を原料とした高温操業が指摘されて

いる (大澤・鈴木,2001)。 原料の種類や操業形態は、木炭の樹種選択に大きな影響があると考えられる。本

遺跡についても、今後鉄滓の成分分析を実施し、原材料や操業形態等についても検討されることが望まれる。

引用文献

林 昭三,1991,日 本産木材 顕微鏡写真集.京都大学木質科学研究所
伊東 隆夫,1995,日 本産広葉樹材の解剖学的記載I.木材研究・資料,31,京都大学木質科学研究所,81181.
伊東 隆夫,1996,日 本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅱ木材研究・資料,32,京都大学木質科学研究所 66176
伊東 隆夫,1997,日 本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅲ 木材研究・資料,33,京都大学木質科学研究所,83201
伊東 隆夫,1998,日 本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ.木材研究・資料,34,京都大学木質科学研究所,30166.
伊東 隆夫,1999,日 本産広葉樹材の解剖学的記載V木材研究・資料,35,京都大学木質科学研究所,47216
岡本 透 。大丸 裕武・池田 重人・吉永 秀一郎,1996,下北半島猿ヶ森ヒバ埋没林とそれを覆 う砂丘の形成環境 地理予,49,日 本地理
学会,210211

大澤 正巳・鈴木 瑞穂,2001,人重菊農園地点出土製鉄関連遺物の金属学的調査 「人重菊 (1)遺跡」,森田村教育委員会,209243
パリノ・サーヴェイ株式会社,2001,B区 12号遺構の分析 「人重菊 (1)遺跡」,森田村教育委員会,197209
Richter HC,Grosser D,Heinz l and Gasson P E.(編 ),2006,針葉樹材の識別 IA聰による光学顕微鏡的特徴リス ト伊東 隆夫・
藤井 智之 。佐野 雄三・安部 久・内海 泰弘 (日 本語版監修),海青社,70p[Richter H G,Grosser D,Heinz l and Gasson
P,E.(2004)r4WA Lお サ9/MFθ rosじο″Ic・ F協と,″s/or Sげ∽οο

'7♂
府

"∽

ォ′ο″]・

島地 謙・伊東 隆夫,1982,図説木材組織 地球社,176p
Wheeler E A,Bass P,and Oasson P E(編 ),1998,広葉樹材の識別 IAWAに よる光学顕微鏡的特徴ジス ト伊東 隆夫・藤井 智
之・佐イ白 浩 (日 本語版監修),海青社,122p[Wheeler E A,Bass P,and Gasson P E(1989)に郎 氏 Lねサげ MJじ roscO″c髭,オ

'々
S力″

H′″ψθο′″¢ガiFi∽ォ,ο″].

-71-



市内遺跡発掘調査報告書18

第 7節  ま とめ

調査の結果、溜池に突き出した岸部分の斜面から排滓場、背後の平場から木炭窯・焼土遺構・炉状遺構等

を確認したほか、縄文土器・近世～近代の陶磁器が出上した。これらの遺構からは時期決定できる遺物は出

土していないが、炉状遺構出土木炭の
HC年
代沢1定結果から、その帰属時期は12世紀～15世紀と考えられる。

しかし、精査できなかった多くの遺構は重複しており、本遺跡はいくつかの時期にわたって営まれている。

製鉄遺跡の工程は、①採鉱→②築炉→③製錬→④選鋼→⑤精錬鍛冶→⑥鍛錬鍛冶 (鋳造)と されている (穴

澤 1989)。 本遺跡では製錬炉を確認できなかったが、排滓場出土鉄滓はほぼ製錬滓で、また破面を持つ鉄津

が多いことから、①～④までの工程を行つていたと考えられる。鍛冶については、本遺跡内で痕跡等は認め

られず、鉄製品も確認できなかった。以上を踏まえ、本遺跡では製錬炉で生成し、小割した滓混じりの小鉄

塊を主に鍛治材料として、鍛冶工房等に供給する役割を果たしていたと推測される。ただし、分析結果にも

あるように、軟鉄～高炭素鋼～鋳鉄塊まであることから、鍛冶だけでなく、鋳造にも鉄素材を供給していた

可能性も考えられる。本遺跡における鉄生産の実態については未だ不明な点が多いが、調査成果をもとに遺

構・遺物等から考えられる点を以下にまとめてみたい。

1 製錬炉について

調査では、製錬炉と一見形状等が類似する炉状遺構 (SN-05)を確認したが、結果として製錬炉は確認で

きなかった。舌状の岸の先端部に排滓場があることから、炉から排出した滓を小割・選別し、廃棄するため

には、排滓場から比較的近い位置に製錬炉が存在する可能性が高く、排滓場背後の平場内に存在していたと

考えられる。当該期の炉は秋田県堂ノ下遺跡等のように、平面形が隅九方形を呈し、炉の背後に踏輔、炉底

下部に地下構造を持つものが多く、大半が木炭層や鉄滓を入れて、炉の保温・防湿などを図つている。本遺

跡にも存在していたと考えられる炉も前述のような炉形を呈していたと想定できる。今回の調査で木炭窯の

北側から確認したSX-01・ 02は精査していないため、性格等は不明であるが、両者ともに表面が焼土に覆わ

れており、形状からふいご座の可能性も考えられる。類似例として秋田県堤沢山遺跡の製錬炉付近から検出

したふいご座 (第42図 )カミあるが、両者の掘込の距離など異なる部分はあるものの、本遺跡のSX-01・ 02と

類似する。仮にSX-01・ 02を踏みふいごとした場合、位置的に炉の可能性が考えられる部分は木炭窯として

いるSK-03である。SK-03はほぼ全体が木炭層であり、前掲した他県の製錬炉の地下構造の深さは20～ 50cm

前後であり、SK 03の深さとも概ね符合することから、木炭層を地下構造として利用して炉を築いた可能性

も推浪1される。ただし、S昨03か らは一部焼土が見られたが、炉の痕跡と考えられる部分は確認できなかった。

前述の堂ノ下遺跡・堤沢山遺跡のほか新潟県北沢遺跡、居村遺跡BoD地 点における製錬炉から排滓場まで

5m、 堤沢山遺跡 4m、 北沢遺跡 4mであるが、居村遺跡BoD地 点は

0                 1m

堤沢山遺跡ふいご座

の距離を見ると、堂ノ下遺跡 3～ 3.

奇

第42図
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炉から排滓場までほとんど距離がなかった。したがって、本遺跡にも存在していたと考えられる製錬炉は、

排滓場から数m付近の地′点に存在していた可能性が高いと考えられる。

Q          ((:::) sx__02

0                                2m

第43図  SX-01H02

2 鉄関連遺物

本遺跡では排滓場 トレンチから774.4kg。 13,641′点の鉄関連遺物が出土した。全量回収していないため、

排滓場における全体の傾向を表していない可能性もあるが、全て製錬滓で、鍛治に関する津は出上しなかつ

た。第44図は出土鉄関連遺物の量比をまとめたもので、流動滓と流出溝滓が約 9割を占め、炉壁・炉壁炉底・

中口径羽口・炉底塊・炉内滓・炉内流動滓・流出孔滓 。再結合滓・鉄塊系遺物は 2割内に収まる。主要要素

でまとめて見ると、炉壁類41,7kg、 滓類695,4kg、 炉内洋 (含鉄)35.9kg、 鉄塊系遺物1,3kgを測る。洋類が

695kgと 圧倒的に多いのに対して、含鉄のもの (炉内洋 (含鉄)。 鉄塊系遺物)は 36kgと 極めて少ない。分

析結果にもあるが、本遺跡出土鉄滓は、青森・秋田県の他の遺跡と比較しても、低鉄分 (FeO)。 高チタン

(Ti02)が顕著で、高温下で歩留まりのよい作業が行われていたとされており、炉から不純物がよく流れ出し、

鉄分の抽出が良好であつたと考えられる。前述の伝尻人館跡から出上した鉄滓も窪田蔵郎氏によって分析さ

れており、製錬洋については、本遺跡の分析資料と同様に炉況の良好な時の滓で、鉄分の抽出率が高かつた

とされている。本遺跡の鉄関連遺物の分類等についてご荻示いただいた穴澤義功氏によると、本遺跡の鉄関

連遺物の外観・形状・規模等はほぼ同様で、堤沢山・堂ノ下・北沢遺跡と同じ系統に属するとご教示をいた

だいた。第45図は同じ日本海側に所在する12～ 13世紀に帰属すると考えられる、堂ノ下遺跡、新潟県新潟市

居村遺跡B・ D地′点 (新津市教育委員会1998)、 北沢遺跡 (豊浦町教育委員会 1992)、 堤沢山遺跡 (秋田県教

育委員会2008)、 秋田県堂ノ下遺跡 (秋 田県教育委員会2004)について主要要素ごとにその重量をグラフ化

したものである。その結果、炉壁 。炉内滓 (含鉄)の割合が高い居村遺跡B・ D地′点を除き、そのほかは本

遺跡と同様に滓類の割合が多いという結果となった。堤沢山・堂ノ下・居村BoD地 ′点は滓類のほか、炉壁
の割合も多くなっており、製錬炉や鋳造関連の炉もある堤沢山・堂ノ下遺跡では炉壁の量が多くなつている

可能性もあるが、当時の各地方の鉄生産における技術レベルや原料等の地域差を反映していると考えられる。
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〔重量男1〕  炉壁118%
(9 1kg)

炉壁炉底 38296
(29 6kg)

鉄塊系遺物 017%

中口径羽日 037%
(2 9kg)

炉内流動滓 030%
(2 3kg)

流出孔滓 325%
(25 2kg)

〔数量別〕 炉壁 482%炉 壁炉底 129%

鉄塊系遺物 00496
;64く
点)   (lP点 )′ 中国径羽日 0740/O

(100点 )

炉内流動滓 018%
(24点 )

流出孔滓 208%
(279点 )

流出溝滓 229%
(308点 )

］く５４５ｋｇ，一　］一的
％３２

６ｋｇ群
阻
出流

％０４

め

５０

５ｋ攀
側
流

流動洋 6433%
(3,660点 )

第44図  出土鉄関連遺物構成比

□ 鉄塊系遺物

國 炉内滓唸鉄)

田 洋類

□ 炉壁

堤沢山  堂ノ下  居村  北沢  山城溜池

第45図  主要要素構成比

3.山城溜池遺跡の鉄生産の背景

本遺跡の炉状遺構が帰属すると考えられる12～ 15世紀は、前述した堂ノ下遺跡 。堤沢山遺跡・北沢遺跡・

居村遺跡が帰属する時期であるように、国内の製鉄遺跡の数が増加するピークの一つであり、この時期に炉

の改良・量産化が図られる (雀部ほか2003)遺跡も多い。これらの鉄生産に係る契機や傾向を示す資料は確

認できないが、その多くは各地に入都した鎌倉御家人や在地豪族等が関係すると考えられている。

本遺跡が位置していた周辺は、中世に外浜と呼ばれ、鎌倉幕府から蝦夷管領に任命された安東氏嫡宗家が

十二湊・藤崎の前に本拠としていた地域であり、この安東氏が本遺跡の鉄生産に関係していた可能性も考え

られる。12～ 13世紀には、蝦夷ヶ島流刑の記事が文献上に散見されるが、蝦夷管領安東氏は蝦夷ヶ島や外浜

流刑の執行者であつたことから、この西国からの流刑者を被官化し、鉄生産の担い手として土着させていた

とする説もある (蓬田村教育委員会 1987)。 また、当該期の製鉄遺跡に見られる鋳造遺構や遺物から、全国

を渡り歩いて「出吹き」をしたとされる鋳物師の存在も考えられる。本遺跡における鉄生産の目的としては、

この時期の文献等に見られる多くの戦乱との関連や鍛冶・鋳造材料としての鉄素材の供給の可能性などが考

えられる。やや時期が下ると、14世紀には近隣の後潟地区が湊として使用されたことが知られており、海路

を利用した流通の可能性もあるが、周辺の鍛冶工房への供給が主体であつたと考えられる。

(設楽 政健)
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鉄滓③ 排津場 トレンチ

平場遺構近景
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写真12 山城溜池遺跡検出遺構等 (4)
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